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第１章	 既往の調査

　林中原Ⅱ遺跡はこれまでに町教委や事業団により試掘・本調査など計 15回の調査が行われてきた。

　町教委では平成 15～ 19・22 年度にかけて試掘調査 11回、本調査２回を行った。試掘調査では縄文時代

中期後半～後期前葉の包含層（第 370 図２）、縄文包含層（同図７）、そして今回の調査に伴う試掘調査では

縄文中期後半包含層・土坑・陥し穴（同図 10）が見つかっている。本調査となった事例では、縄文中期住居

跡１軒、土坑、近世墓（同図 11）、縄文中期後半～後期前葉列石１基、配石遺構３基、弥生中期前半竪穴遺構

１基・土坑が見つかっている（同図 12）。

　事業団では平成 16・20～ 21 年度にかけて本調査を２回行った。このうち同図Ｂの調査では、123 軒もの

縄文住居や列石などが見つかっている。弥生時代の住居や土坑もあり、古代～近世にかけての礎石建物や大量

の土坑などが見つかっている。

　このように見てみると、林中原Ⅱ遺跡は現在の町道となっている同図 11の調査地点から南側で遺構が確認

できる傾向にあり、緩傾斜の地点に遺構が分布するのだろう。

第２章　調査の経過
　
　林中原Ⅱ遺跡Ⅹの発掘調査は、平成 25年４月８日から開始し、同年７月 23日に終了した。４月８日から

１区の表土（耕作土とそれ以下の土）掘削を開始し、４月 10日に表土掘削が終了した。４月 25日に１区の

全景写真撮影を実施し、４月 26日に 1区の発掘調査を終了した。４月 30日に１区の埋め戻しを終了し、２

区の表土掘削を開始した。

　５月１日に２区の表土掘削が終了し、翌日から遺構精査を開始した。５月 22日に２区調査区全景写真撮影

番号 調査年度 調査機関 調査面積
（開発面積） 概    要 備   考

1 平成 15 年度 長野原町教育委員会 26㎡
(569.83㎡ ) 遺構なし 文献 10

２ 〃 〃 141㎡
(141㎡ ) （縄文）中期後半～後期前葉包含層 文献 10

３ 平成 16 年度 〃 15㎡
(230.27㎡ ) 遺構なし 文献 12

４ 〃 〃 12㎡
(468.88㎡ ) 遺構なし 文献 12

５ 〃 〃 16㎡
(180.71㎡ ) 遺構なし 文献 12

６ 平成 17 年度 〃 37㎡
(585㎡ ) 遺構なし 文献 13

７ 〃 〃 14㎡
(292㎡ ) 縄文包含層 文献 13

８ 平成 18 年度 〃 36㎡
(1456㎡ ) 遺構なし 文献 14

９ 〃 〃 21㎡
(190.03㎡ ) 遺構なし 文献 14

10

〃 〃 83㎡
(875㎡） （縄文）中期後半包含層・土坑１・陥し穴１ 文献 14

平成 25 年度 〃 2071㎡
(3791㎡）

（縄文）中期後半住居１・土坑１
（中近世以降）掘立柱建物１・礎石建物１・柱列１・ピット 79

・土坑 39・自然流路２・時期不明埋没谷１
本報告

11 平成 19 年度 〃 200㎡
(728㎡ )

（縄文）中期中葉住居１・土坑１
（近世）土坑墓２

文献 15
未報告

12 平成 21 年度 〃 312㎡
(554㎡ )

（縄文）中期後半～後期前葉列石１・配石遺構３
（弥生）中期前半竪穴遺構１・土坑 20 文献 18

13 平成 22 年度 〃 5.44㎡
(11.56㎡ ) 遺構なし 文献 19

Ａ 平成 16 年度 ( 財 ) 群馬県埋蔵文化財調査事業団 1415㎡
(1415㎡ ) 遺構なし 文献 92

未報告

Ｂ 平成 20 ～ 21 年度 〃 3203㎡
(4225㎡ )

（縄文）住居 123・土坑 11・列石６・集石 28・埋甕９
（弥生）住居４・土坑１

（古代～近世）礎石建物４・掘立柱建物跡８・土坑 644・溝３

文献 96・97
未報告

第 53 表　林中原Ⅱ遺跡調査一覧（文献番号は巻末の参考文献を参照）
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第370図　調査区位置図（1/2,500）
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第371図　基本土層柱状図（1/20）
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第370図　調査区位置図（1/2,500）
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第371図　基本土層柱状図（1/20）
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と SI01 の掘り方調査を実施し５月 23日に２区の発掘調査を終了した。

　６月４日は３区・４区・５区内の不要物の片付け、立木伐採を開始した。６月 17日から３区・４区の表土

掘削を開始し、６月 18日から３区の遺構確認・遺構精査を開始した。６月 21日に４区の遺構精査を開始し、

６月 25日３区・４区の表土掘削が全て終了した。

　７月４日に３区・４区の全景写真撮影を実施し、７月９日に３区・４区の発掘調査が終了した。翌日から３区・

４区の埋め戻しを実施し、７月11日からは５区の表土掘削を開始した。７月12日から５区遺構確認を実施し、

７月 16日に５区の表土掘削が終了した。７月 17日から５区の遺構精査を開始し、７月 23日に５区の発掘

調査が終了し、林中原Ⅱ遺跡Ⅹの発掘調査は終了となった。

第３章　基本層序
　今回の発掘調査の基本層序は、第 372 ～ 375 図のＡ地点、Ｂ地点、C地点の３か所で確認した。全部で九

層あり、細分される層もある。B地点は水の流れた痕跡が見られた。試掘調査 24・25トレンチ２～４層に該

当する層は、耕作や造成、段切りなどで破壊されたと考えられる。
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第374図　１・２区調査区全体図（1/600）

第373図　３～５区調査区全体図（1/600）
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第372図　調査区全体図（1/1,000）

17

11

X= 61040

X= 61020

X= 61000

X= 60980

X= 60960

15

16

14

13

12

20

19

18

10

15

１

７

６

５

４

３

２

１

20

19

18

17

16
Y=
-1
03
42
0

Y=
-1
03
40
0

Y=
-1
03
38
0

Y=
-1
03
36
0

I

７

６

５

４

３

２

８

９

EQ R H KJGDCBATS F

X= 61060

X= 61080

X= 61100

X= 61120

Y=
-1
03
44
0

L M PONJ K

Y=
-1
03
32
0

Y=
-1
03
30
0

Q R ATS

Y=
-1
03
34
0

L M PON

１

７

８

６

５

４

３

２

９

10

11

2-97区
4-7区

2-86区 2-87区
2-96区 2-97区

620.0
619.5619.0

619.0

618.5

618.5
618.0617.5

617.5

616.5

616.0

615.0

61
6.
0

617.0

62
8.
0

62
8.
5

629
.0

629.0

629
.0

62
8.5
62
9.
0

626.0

625.0

625.5

626.5

627.0
627
.5

628.0

628.5
629.0

629.5
630.0

２区調査区

１区調査区

４区調査区

３区調査区

５区調査区

町教委平成21年度調査区

B地点

A地点

Ｃ地点

0 1 : 1000 ４0m



449

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第374図　１・２区調査区全体図（1/600）

第373図　３～５区調査区全体図（1/600）
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第372図　調査区全体図（1/1,000）
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第375図　１・２区調査区分割図（1/200）
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第375図　１・２区調査区分割図（1/200）
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　第Ⅰ層　黒褐色土

　表土である。粘性がややあり、しまりは弱い。試掘調査 24・25トレンチ１層に相当する（長野原町教育委

員会 2008、以下同じ）。

　第Ⅱ層　暗褐色土

　いわゆるローム漸移層である。粘性、しまりともにあり。As-YPk（φ５㎜）を少量含む。ロームブロック（φ

５～ 10㎝）・ローム粒多量含む。試掘調査 24・25トレンチ５層に相当する。

　第Ⅲ層　黄褐色土

　いわゆる関東ローム層である。粘性・しまりともにあり。砂礫・As-	YPk（φ５㎜～１㎝）を少量含む。試

掘調査 24・25トレンチ６層に相当する。

　第Ⅳ層　黄褐色砂質土

　ローム層の一種であると考えられる。粘性弱く、しまりあり。

　第Ⅴ層　火山灰

　粘性弱く、しまりあり。火山灰が層状に堆積し、上から順ににぶい赤褐色、灰オリーブ色、にぶい赤褐色、

褐色ロームと薄く灰オリーブ色、暗赤褐色を呈する。

　第Ⅵ１層　明黄褐色土

　ローム層の一種であると考えられる。粘性があり、硬くしまる。小礫を少量含む。

　第Ⅵ２層　明黄褐色軽石

　いわゆる As-YPk の層である。粘性はなく、しまりあり。As-YPk はφ１㎜～１㎝のものが見られる。

　第Ⅶ層　浅黄橙砂礫

　粘性、しまりともに弱い。浅黄橙軽石（φ１～２㎝）を多量含む。

　第Ⅷ１層　黄褐色土

　ローム層の一種であると考えられる。粘性があり、硬くしまる。砂礫を微量含む。

　第Ⅷ２層　暗赤褐色砂礫

　粘性があり、しまり弱い。水の流れのためか赤錆が見られる。浅黄橙軽石（φ１～３㎝）を含む。

　第Ⅸ１層　褐色土

　ローム層の一種であると考えられる。粘性ややあり、硬くしまる。砂礫を多量含む。礫を大量に含む。

　第Ⅸ２層　にぶい黄褐色砂質土

　ローム層の一種であると考えられる。粘性・しまりともにあり。浅黄橙軽石（φ１㎜～１㎝）を含む。

第４章　検出された遺構と遺物
　第１節　遺跡の概要

　林中原Ⅱ遺跡は、長野原町大字林字中原に所在する、縄文時代の集落や近世の建物跡などが発掘された遺跡

である。

　本遺跡は吾妻川左岸の上位段丘面上に位置し、南向き緩斜面に立地している。調査範囲は、町道を挟んで南

北２か所に分かれている。町道の南側（１区・２区）は段丘崖から北へ約 80ｍ～ 140 ｍの所にある。町道

の北側（３区・４区・５区）は段丘崖から北に約 160 ｍ～ 220 ｍの所にある。標高は、614.6 ｍ～ 630.4 ｍ

である。発掘調査地点の現況は、畑地である。１・２区は段を切って造成された畑地である。

　今回の発掘調査は林中原Ⅱ遺跡の第 10次調査にあたる。調査範囲は遺跡範囲の中央部にあたり、大字林字

中原 965-1 外６筆に所存する。１・２区に縄文時代、近世の遺構は集中する。３～５区は現代か現代に近い

時期の土坑（植栽の痕跡か）が目立った。

　確認された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡が１軒、土坑が１基、近世の建物跡２棟、ヤックラ２基、墓の可



452

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第376図　SI01実測図①（1/60）

0 1 : 60 3m

調査
区外

P.
L=
 6
21
.0
0m

P.L= 621.00m

P.L= 621.00m

P.L= 621.00m

P.L= 622.00m

P.L= 621.00m

１

１

１
１

１
１

１b

２１a

SK11

P46

P48

P6

P49 P50

P2

P3

P4

P5

SK14

硬化面

硬化面

カクラン

P1
SI01

炉

SK14 P50

P6
炉

P1

P5 SK14

P3

Ａ
Ａ
’

Ａ
Ａ
’

Ｃ Ｃ’

Ｃ

Ｃ
’

Ｂ
Ｂ’

Ｂ Ｂ’

Ｄ Ｄ’

Ｄ

Ｄ’

Ｅ

Ｅ
’

ｅ ｅ’ ｆ ｆ’

ａ

ａ
’

ｃ

ｃ
’

ｂ

ｂ’

ｄ

ｄ
’

ｅ

ｅ’

ｆ

ｆ
’

２

３

第377図　SI01実測図②（1/60）

0 1 : 60 3m
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P4 P2

ＡＡ’

ｅｅ’

ＳＩ０１土層説明

ｄｄ’　Ｐ６

Ｐ１
１ ．暗褐色土層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ20㎝）・ローム粒・YPｋ（φ１㎝）少量含む。

Ｐ２
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ３
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ４
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ５

ｆｆ’

ＳＩ０１ピット土層説明

ＳＩ０１壁溝土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまり硬い。ロームブロック（φ３～５㎝）大量含む。ローム粒・YPk（φ１㎝）少量含む。

１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒・YPk（φ５㎜～１㎝）少量含む。

1a ．黒   褐   色   土   層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜～１㎝）少量含む。
1b ．褐     色     土     層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎝）少量含む。
２ ．にぶい黄褐色土層 ：粘性あり。しまりややあり。YPk（φ５㎜）微量含む。
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P.L= 621.00m
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ＡＡ’

ｅｅ’

ＳＩ０１土層説明

ｄｄ’　Ｐ６

Ｐ１
１ ．暗褐色土層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ20㎝）・ローム粒・YPｋ（φ１㎝）少量含む。

Ｐ２
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ３
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ４
１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

Ｐ５

ｆｆ’

ＳＩ０１ピット土層説明

ＳＩ０１壁溝土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまり硬い。ロームブロック（φ３～５㎝）大量含む。ローム粒・YPk（φ１㎝）少量含む。

１ ．黒色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。炭化粒（φ１㎜）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒・YPk（φ５㎜～１㎝）少量含む。

1a ．黒   褐   色   土   層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜～１㎝）少量含む。
1b ．褐     色     土     層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎝）少量含む。
２ ．にぶい黄褐色土層 ：粘性あり。しまりややあり。YPk（φ５㎜）微量含む。

能性があるもの４基、土坑が 12基、ピットが 43基ある。この他、時期不明であるが近世の建物跡が建物と

して存在していた頃には埋没していたと考えられる溝跡２基と埋没谷１か所が見られた。また、近現代のもの

と判断したピット列が１か所見つかっている。

　なお、調査中は遺構認定したものの整理作業の過程で近現代のものと判断して記載しなかったものがある。

SK06・12・13・16・17・21 ～ 24・27 ～ 39、Ｐ 44 ～ 46・48 ～ 51・59 ～ 87 が該当する。これらは

平面図のみ全体図・分割図に掲載し、ピットのみ諸属性を一覧表に記載した。SK15 は SI01 の炉に、Ｐ 18・

20・36・32・41は SB01 ピットに、Ｐ 47は SI01 ピット６に変更になったため欠番とした。

　出土遺物の種類は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器、鉄製品、銅製品、土製品、石製品、石器で、その

数量はテンバコ２箱分であった。

　第２節　縄文時代の遺構と遺物

　（１） 　竪穴住居跡
SI01（第 376 ～ 380 図／ＰＬ 138・139・142）
　位置　２―97 区Ｎ・O―14・15 グリッド（１・２区調査区北東隅）。　重複関係　SK11・14 と重複し、
本遺構の方が古い。　遺存状態　本遺構の上位は段切りと造成により破壊され、壁面は残存していない。床面
が辛うじて残存する。　覆土　不明。　平面形と規模　平面形は円形を呈する。規模は主軸5.9m、副軸5.35m、
確認面からの深さは壁が無いために不明で、床面積は 21.24㎡を測る。　主軸方位　Ｎ―90°　壁・壁溝　壁
の状況は不明である。壁溝は南西部を除いて一周する。溝幅は 13㎝～ 23㎝、床面からの深さは５㎝～ 15㎝

を測る。　床面　硬化面が炉を中心に西寄りに確認できた。貼床は認められなかった。緩やかに南に下る。　
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１

１

第379図　SI01掘り方実測図（1/60）

第380図　SI01出土遺物実測図（1/3）

0 10cm1 : 3

0 1 : 60 3m

調査
区外

P.
L=
 6
20
.0
0m

３
１

２

カクラン
カクラン

SK11

P46

P6

P49 P50

P2

P3

P4

P5
SK14

P1

SI01
掘り方

sk01

ｇ
ｇ
’　
ｓ
ｋ
０
１

Ｓ
Ｉ
０
１
土
層
説
明

１
 ．
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
層
 ：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）・
砂
礫
少
量
含
む
。

２
 ．
暗
   
褐
   
色
   
土
   
層
：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）・
砂
礫
少
量
含
む
。

３
 ．
褐
   
  色
   
  土
   
  層
：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク（
φ
２
～
３
㎝
）少
量
含
む
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）微
量
含
む
。

Ａ
Ａ
’

Ｃ

Ｃ
’

Ｂ
Ｂ’

Ｄ

Ｄ’

Ｅ

Ｅ
’

ａ

ａ
’

ｃ

ｃ
’

ｂ

ｂ’

ｄ

ｄ
’

ｅ

ｅ’

ｆ

ｆ
’

ｇ
ｇ
’

ｇ
ｇ
’

１ ２ ３



455

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第378図　SI01炉・炉掘り方実測図（1/30）

0 1m1 : 30

ｂ
ｂ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ ｃ’

ｃ
ｃ’

ａ ａ’

ａ ａ’

硬化面

P.
L=
 6
20
.5
0m

P.L= 620.50m

P.L= 620.00m

３

３

１

３
２

３

１
１

１

２
３

１

３

３２１

SI01　炉

SI01　炉
掘り方

SK14

SK14

ａａ’
ＳＩ０１炉土層説明

ｃｃ’ｂｂ’
ＳＩ０１炉掘り方土層説明

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒少量含む。炭化粒（φ１㎜）・板状の石・YPk（φ１～３㎝）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
３ ．褐 色 土 層：粘性弱い。しまりあり。YPk（φ５㎜）微量含む。

１ ．暗  褐  色  土  層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒少量含む。
２ ．赤褐色焼色土層 ：粘性弱い。しまり弱い。 
３ ．褐    色    土    層：粘性弱い。しまりややあり。ロームブロック（φ２～３㎝）大量含む。

１

１

第379図　SI01掘り方実測図（1/60）

第380図　SI01出土遺物実測図（1/3）

0 10cm1 : 3

0 1 : 60 3m

調査
区外

P.
L=
 6
20
.0
0m

３
１

２

カクラン
カクラン

SK11

P46

P6

P49 P50

P2

P3

P4

P5
SK14

P1

SI01
掘り方

sk01

ｇ
ｇ
’　
ｓ
ｋ
０
１

Ｓ
Ｉ
０
１
土
層
説
明

１
 ．
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
層
 ：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）・
砂
礫
少
量
含
む
。

２
 ．
暗
   
褐
   
色
   
土
   
層
：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）・
砂
礫
少
量
含
む
。

３
 ．
褐
   
  色
   
  土
   
  層
：
粘
性
弱
い
。し
ま
り
硬
い
。ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク（
φ
２
～
３
㎝
）少
量
含
む
。Y
Pk（
φ
５
㎜
）微
量
含
む
。

Ａ
Ａ
’

Ｃ

Ｃ
’

Ｂ
Ｂ’

Ｄ

Ｄ’

Ｅ

Ｅ
’

ａ

ａ
’

ｃ

ｃ
’

ｂ

ｂ’

ｄ

ｄ
’

ｅ

ｅ’

ｆ

ｆ
’

ｇ
ｇ
’

ｇ
ｇ
’

１ ２ ３

柱穴　Ｐ１～Ｐ６まで確認できた。平面形
は楕円形を呈し、深くしっかりとした柱穴

である。規模については第54表に示した。

　炉　中央部やや北寄りに位置する。遺存
状態が悪い。平面形は楕円形を呈する。規模は長軸 110㎝、短軸 85㎝、火床面は最深で 33㎝掘りこまれる。

　その他の施設　掘り方確認時に周溝の途切れた部分で土坑（SI01sk01）を検出した。平面形は楕円形を呈
する。規模は長軸 170㎝、短軸 95㎝、確認面からの深さ 20㎝を測る。　遺物検出状況　遺物はほとんど出土
していないが、Ｐ２、Ｐ４で縄文土器片が、炉では縄文土器片や炉に使っていたと考えられる扁平な石（いわ

ゆる鉄平石）が見られた。周溝からは黒曜石片もわずかに出土している。　遺物　出土遺物のうち縄文土器３
点を図示し得た。　備考　出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利Ｅ式期）に帰属するものと考えられる。な
お、壁溝の途切れた部分は、住居の入口で、SI01sk01 は入口に関わる何らかの施設と考えられよう。

第 54 表　SI01 ピット計測表
Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６

長軸長（㎝） 65 63 57 58 65 55
短軸長（㎝） 50 45 38 48 45 50
深　さ（㎝） 66 42 27 61 60 74
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第381図　SK14実測図（1/30）・縄文時代土坑出土遺物実測図（1/3）
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１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）多量含む。　
　　　　　　     ローム粒少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）多量含む。　
　　　　　    　 ロームブロック（φ３～５㎝）・ローム粒少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ローム粒多量含む。ロームブロック
　　　　　　　 （φ３～10㎝）・YPk（φ１～２㎜）少量含む。
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　（２） 　土坑
SK14（第 381 図／ＰＬ 142）
　位置　２―97区Ｎ―15 グリッド（１・２区調査区北東部）。　重複関係　SI01、Ｐ 46 と重複し、本遺構
は SI01 より新しくＰ 46より古い。　遺存状態　西側の一部がＰ 46により破壊される。　覆土　黒褐色土を
基調とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　平面形は円形を呈する。規模は長軸 108㎝、短軸 98㎝、確認
面からの深さ 54㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―33°―Ｗ　壁面　ややオーバーハング気味となる。　底面　東
に向かって下る。　遺物　縄文土器を１点図示し得た。　備考　出土遺物から縄文時代中期後葉に帰属するも
のと考えられる。

　第３節　近世の遺構と遺物

　（１）　掘立柱建物跡
SB01（第 382・383 図／ＰＬ 139）
　位置　４―７区Ｏ・Ｐ―１・２グリッド（１・２区調査区南端部）。　重複関係　SK02 と重複し、本遺構
の方が新しい。１・２号ヤックラが本遺構の柱穴の並ぶラインにせり出しているので、本遺構は１・２号ヤッ

クラより古い可能性がある。　遺存状態　本遺構の上位は段切りと造成により破壊される。　規模　東西間口
6.5m（３間以上）、奥行き３m以上、南北柱間約 1.5m、東西柱間約２mを測る。　主軸方位　東西Ｎ―76°―Ｗ、
南北Ｎ―12°―Ｅ。　概要　Ｐ１～Ｐ８までを柱穴として確認でき、３間×２間の建物が想定できる。少し並
びが悪くなるがＰ 12やＰ 29 も本遺構に属すと考えると４間×２間、南北方向の柱が調査区外に及ぶなら、

それ以上の規模の建物となろう。柱穴の規模については第 55表に示した。

　その他の施設　特に明記
すべき施設は見あたらな

かった。　遺物検出状況　
直上が造成の土で焼土・炭

化物なども見られたが、近世陶磁器もあり、本遺構に伴うものとの分別は難しい状況であった。　遺物　陶磁
器の小破片が出土しているが、図示するには至らなかった。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期）に帰

P１ P２ P３ P４ P５ P６ P７ P８
長軸長（㎝） 35 35 51 53 50 45 33 50
短軸長（㎝） 33 33 51 53 45 43 28 <37>
深　さ（㎝） 20 20 54 56 59 18 27 22

第 55 表　SB01 ピット計測表
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第381図　SK14実測図（1/30）・縄文時代土坑出土遺物実測図（1/3）
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１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）多量含む。　
　　　　　　     ローム粒少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）多量含む。　
　　　　　    　 ロームブロック（φ３～５㎝）・ローム粒少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ローム粒多量含む。ロームブロック
　　　　　　　 （φ３～10㎝）・YPk（φ１～２㎜）少量含む。
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第383図　SB01実測図②（1/60）
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SB01-P7 SB01-P2SB01-P4

SB01-P6 SB01-P3 SK09 SB01-P1

SK09

SB01-P3

Ｐ１
１ ．褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒多量含む。焼土粒・小礫少量含む。炭化粒（φ５㎜）微量含む。

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ６

ｃｃ’　Ｐ５

Ｐ４

ｂｂ’　Ｐ３

ａａ’　Ｐ２
１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。 
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。礫多量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒微量含む。

ＳＢ０１ピット土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒多量含む。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）・小礫微量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・小礫少量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。炭化粒（φ５㎜～２㎝）・焼土ブロック（φ３㎜～５㎝）・小礫多量含む。ローム粒少量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。焼土ブロック（φ３㎝）多量含む。ローム粒・炭化粒（φ５㎜）・小礫少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～５㎝）大量含む。ローム粒多量含む。小礫少量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～５㎝）・ローム粒多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ１㎝）大量含む。ローム粒多量含む。炭化粒（φ３㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ３㎜）・ローム粒多量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ３㎜～２㎝）・ローム粒・礫微量含む。

１ ．褐色土層：粘性あり。しまりあり。暗褐土少量含む。小礫微量含む。

１ ．褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。礫多量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～２㎝）多量含む。ローム粒少量含む。
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第383図　SB01実測図②（1/60）
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SB01-P7 SB01-P2SB01-P4
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SB01-P3

Ｐ１
１ ．褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒多量含む。焼土粒・小礫少量含む。炭化粒（φ５㎜）微量含む。

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ６

ｃｃ’　Ｐ５

Ｐ４

ｂｂ’　Ｐ３

ａａ’　Ｐ２
１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。 
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。礫多量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒微量含む。

ＳＢ０１ピット土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒多量含む。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）・小礫微量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。ローム粒・小礫少量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。炭化粒（φ５㎜～２㎝）・焼土ブロック（φ３㎜～５㎝）・小礫多量含む。ローム粒少量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。焼土ブロック（φ３㎝）多量含む。ローム粒・炭化粒（φ５㎜）・小礫少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～５㎝）大量含む。ローム粒多量含む。小礫少量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～５㎝）・ローム粒多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ１㎝）大量含む。ローム粒多量含む。炭化粒（φ３㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ３㎜）・ローム粒多量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ３㎜～２㎝）・ローム粒・礫微量含む。

１ ．褐色土層：粘性あり。しまりあり。暗褐土少量含む。小礫微量含む。

１ ．褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。礫多量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～２㎝）多量含む。ローム粒少量含む。
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１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒・礫少量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロッ
　　　　　　　 ク（φ３㎝）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブ
　　　　　　　 ロック（φ３㎝）微量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性あり。しまりあり。砂多量含む。ローム粒・YPｋ（φ
　　　　　　　 ３㎜）少量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒・礫多量含む。ローム
　　　　　　     ブロック（φ３㎝）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロック
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１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロック
　　　　　　　 （φ３㎝）微量含む。

１ ．褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ３㎜）・砂多量含
　　　　　　 む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。

属するものと考えられる。本遺構の周囲には似たような規模のピットが見られ、同じ土地で何回か建て替えを

行った可能性があるが、これらのものは並びを確認することはできなかった。
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１号ヤックラ土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。炭化粒（φ５㎜～１㎝）
　　　　　　　 ・焼土粒（φ１～２㎝）多量含む。

１

２

３

Ａ
Ａ
’

Ａ
Ａ
’

SB02（第 384 ～ 387 図／ＰＬ 139・140・142）
　位置　２―97区Ｍ～Ｏ―18・19 グリッド（１・２区調査区南端部）。　重複関係　SK26 と重複し、本遺
構の方が新しい。　遺存状態　本遺構の上位は段切りと造成により破壊される。南側は段切りにより完全に
破壊されている。なお、本遺構北部中央よりやや西寄りでカクランが見られた。　規模　東西間口 11.0 ～
13.3m以上（４～５間）、奥行き 5.4 ～ 7.0m以上、南北柱間約 2.3 ～ 2.5m、東西柱間約 2.5 ～ 3.0mを測る。

　主軸方位　東西Ｎ―76°―Ｗ	、南北Ｎ―８°―Ｅ。　概要　Ｐ１～Ｐ 12、礎石１～９までを柱穴や礎石とし
て確認できる。ピット状に掘り窪めたのち、礎石を安置したような状況のものも見られる。ただし、礎石６、

Ｐ６・12は並びがやや崩れる。礎石８は地面が岩盤であるが柱の並びを考慮すると、この位置に柱が来たと

思われる。また、本遺構の東隣には切られたような岩があり、何らかの関係があるのかもしれないが、不明で

ある。岩が埋まっている部分の土層を断ち割ってみたが元々その場にあったものであることが分かった。柱穴

の規模については、第 56・57表に示した。　

　その他の施設　溝がある。幅や深さを考慮すると排水用の溝と考えられる。　遺物検出状況　直上が造成の
土たが、近世陶磁器もあり、本遺構に伴うものとの分別は難しい状況であったが、溝や検出面直上出土のもの

を本遺構に伴うものとした。　遺物　寛永通宝を１点、陶器を３点図示し得た。　備考　出土遺物や溝に溜まっ
た As-A 軽石から近世（江戸時代後期）に帰属するものと考えられる。

P１ P２ P３ P４ P５ P６
長軸長（㎝） 23 45 54 44 54 63
短軸長（㎝） 23 37 40 40 67 55
深　さ（㎝） ８ 16 28 16 40 38

P ７ P８ P９ P10 P11 P12
長軸長（㎝） 38 29 45 31 32 43
短軸長（㎝） 33 26 37 27 29 28
深　さ（㎝） 20 ８ 24 16 48 25

第 56 表　SB02 ピット計測表

礎１ 礎２ 礎３ 礎５ 礎６ 礎７ 礎９
長軸長（㎝） 50 33 42 70 67 42 56
短軸長（㎝） 43 31 38 44 53 35 49
深　さ（㎝） 22 ９ 12 ６ 32 ― 41

第 57 表　SB02 礎石計測表
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１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。炭化粒（φ５㎜～１㎝）
　　　　　　　 ・焼土粒（φ１～２㎝）多量含む。
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　（２）　ヤックラ
１号ヤックラ（第 388・390 図／ＰＬ 140・142）
　位置　４―７区Ｑ―１グリッド（１・２区調査区南東部）。　重複関係　本遺構は２号ヤックラと対になる
ことから SB01 より新しいと思われる。　遺存状態　良好。　覆土　暗褐色土を基調とし、人為堆積を示す。
　平面形と規模　平面形は長方形を呈する。規模は長軸 390㎝、短軸 60cm、礫の堆積は 18㎝の厚さを測る。
　主軸方位　東西Ｎ―79°―Ｗ　　遺物　第 390 図３はヤックラの礫と同様に廃棄されていた。石臼１点、
磁器２点を図示し得た。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期以降）に帰属するものと考えられる。

２号ヤックラ（第 389・390 図／ＰＬ 140・142）
　位置　４―７区Ｏ―１グリッド（１・２区調査区南部中央）。　重複関係　本遺構は SB01 の柱穴のライン
にせりだすことから SB01 より新しいと思われる。　遺存状態　良好。　覆土　黒褐色土を基調とし、人為堆
積を示す。　平面形と規模　平面形は長方形を呈する。規模は長軸 400㎝、短軸 100㎝、礫の堆積は 15 ～
30㎝の厚さを測る。　主軸方位　東西Ｎ―85°―Ｗ　遺物　陶器４点、磁器２点を図示し得た。　備考　出土
遺物から近世（江戸時代後期以降）に帰属するものと考えられる。

　（３）　土坑
SK01（第 391 図）
		位置　４―７区Ｑ―１グリッド（１・２区調査区南東隅）。　重複関係　なし。　遺存状態　良好。　覆土　
暗褐色土を基調とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　平面形は円形を呈する。規模は長軸63㎝、短軸58㎝、
確認面からの深さ34㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―55°―Ｗ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　平坦である。
　遺物　覆土から近世陶磁器が少量出土した。また底面から板状の礫が出土した。遺物は図示するには至らな
かった。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期）に帰属するものと考えられる。



464

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第
38
9図
　
２
号
ヤ
ッ
ク
ラ
実
測
図（
1/
40
）

0
1 
: 4
0

1m

ＡＡ’

ＡＡ’

P.L= 616.00m

１

２
号
ヤ
ッ
ク
ラ

カ
ク
ラ
ン

Ａ
Ａ
’

２
号
ヤ
ッ
ク
ラ
土
層
説
明

１
 ．
暗
褐
色
土
層
：
粘
性
あ
り
。し
ま
り
あ
り
。ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク（
φ
１
㎝
）・
ロ
ー
ム
粒
少
量
含
む
。Y
Pk（
φ
５
㎜
～
１
㎝
）・
礫
微
量
含
む
。

９

第390図　１・２号ヤックラ出土遺物実測図（1/3・1/4）

0 10cm1 : 3

0 1 : 4 10cm

１

２

３

４
５

７

６

８

９

２号ヤックラ

１号ヤックラ



465

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第
38
9図
　
２
号
ヤ
ッ
ク
ラ
実
測
図（
1/
40
）

0
1 
: 4
0

1m

ＡＡ’

ＡＡ’

P.L= 616.00m

１

２
号
ヤ
ッ
ク
ラ

カ
ク
ラ
ン

Ａ
Ａ
’

２
号
ヤ
ッ
ク
ラ
土
層
説
明

１
 ．
暗
褐
色
土
層
：
粘
性
あ
り
。し
ま
り
あ
り
。ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク（
φ
１
㎝
）・
ロ
ー
ム
粒
少
量
含
む
。Y
Pk（
φ
５
㎜
～
１
㎝
）・
礫
微
量
含
む
。

９

第390図　１・２号ヤックラ出土遺物実測図（1/3・1/4）

0 10cm1 : 3

0 1 : 4 10cm

１

２

３

４
５

７

６

８

９

２号ヤックラ

１号ヤックラ



466

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第391図　SK01～04実測図（1/30）

0 1m1 : 30

調査区外

調査区外

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’
Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’

P.L= 615.00m

P.L= 615.00m

P.L= 615.00m

P.L= 615.00m

１

３ ２

１

７
６
５

４
３

２
１

11

10９

８

３

２
１

SK01

SK03P11

SK03P11 SK04

SB01-P8

SK02

-P5
SB01

ＡＡ’
ＳＫ０１土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０３土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０２土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０４土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～２ 
　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・礫多量含む。 １ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。

２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜）
　　　　　　　 多量含む。小礫微量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜～２
　　　　　　　 ㎝）多量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。小礫多量含む。ロー
　　　　　　　 ムブロック赤サビ化（φ５㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性弱い。まりややあり。ローム粒赤サビ化・小
　　　　　　　 礫多量含む。ロームブロック赤サビ化（φ５㎜）
　　　　　　　 微量含む。（以上SK0３）
３ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒赤サビ化多
　　　　　　　 量含む。ロームブロック赤サビ化（φ５㎜）微量
　　　　　　　 含む。（P11）

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～３㎝）多量含む。
４ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ロームブロック（φ１～３㎝）少量含む。
５ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～３㎝）多量含む。
６ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
７ ．黄褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ロームブロック（φ10㎝）大量含む。
８ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。YPk（φ１㎝）微量含む。
９ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒少量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
10．黒 色 土 層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ５～10㎝）多量含む。
11．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ５～10㎝）大量含む。

２

１

２１

　

SK02（第 391・398 図／ＰＬ 140・142）
　位置　４―７区Ｐ―１グリッド（１・２区調査区南部中央より東寄り）。　重複関係　SB01- Ｐ５と重複し、
本遺構の方が新しい。　遺存状態　良好。　覆土　上層は暗褐色土、下層は黒褐色土を基調とし、自然堆積を
示す。　平面形と規模　平面形は惰円形を呈する。規模は長軸61㎝、短軸56㎝、確認面からの深さ43㎝を測る。
　主軸方位　Ｎ―30°―Ｅ　壁面　北壁は漏斗状に、南壁は概ね外傾して立ち上がる。　底面　概ね平坦であ
る。　遺物　２層の中位に平坦面を持つ礫や寛永通宝などが出土した。覆土からは陶器も出土した。出土遺物
のうち寛永通宝１点、陶器１点を図示し得た。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期）に帰属するものと
考えられる。

SK03・Ｐ 11（第 391 図）
　位置　４―７区Ｎ―２グリッド（１・２区調査区南部中央より西寄り）。　重複関係　SK03 はＰ 11 より
新しい。　遺存状態　Ｐ 11は SK03 により東部を破壊される。　覆土　SK03、Ｐ 11ともに黒褐色土を基調
とし自然堆積を示す。　平面形と規模　SK03 の平面形は不整楕円形を呈し、Ｐ 11は円形を呈する。規模は
SK03 が長軸 60cm、短軸 47cm、確認面からの深さ 40cmを測る。Ｐ 11が長軸 40cm、短軸 40cm、確認面

からの深さ 57cmを測る。　主軸方位　SK03 はＮ―34°―Ｗ、Ｐ 11はＮ―11°―Ｅ。　壁面　SK03、Ｐ 11
ともに外傾して立ち上がる。　底面　SK03、Ｐ 11 ともに概ね平坦である。　遺物　なし。　備考　SK03、
Ｐ 11ともに覆土の状況から近世に帰属するものと考えられる。

SK04（第 391・398 図／ＰＬ 142）
　位置　４―７区Ｐ―１・２グリッド（１・２区調査区南壁中央より東寄り）。　重複関係　SB01-Ｐ８と重複し、
本遺構の方が新しい。　遺存状態　一部が調査区外となる。　覆土　黒褐色土を基調とし、７～ 11層は自然
堆積のようであるが、１～６層は縞状の堆積となり人為堆積であろう。　平面形と規模　平面形は不整形であ
る。規模は長軸 140㎝以上、短軸 140㎝、確認面からの深さ 47㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―50°―Ｗ　壁面
　西壁は外傾して立ち上がり、東壁は段状に外傾して立ち上がる。　底面　皿状を呈する。　遺物　磁器を２
点図示し得た。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期）に帰属するものと考えられる。

SK05（第 392・398 図／ＰＬ 140・142）
　位置　２―97区Ｎ―20グリッド（１・２区調査区北部中央より西寄り）。　重複関係　なし。　遺存状態
　良好。　覆土　暗褐色土を基調とし、人為堆積を示す。　平面形と規模　平面形は円形である。規模は長軸
80㎝、短軸 70㎝、確認面からの深さは 14㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―79°―Ｅ　壁面　西壁は段状に立ち上
がり、東壁はやや外傾して立ち上がる。　底面　桶のタガのようなものが出ており、５層部分の底面が窪み、
全周する。桶の痕跡と思われる。　遺物　礫が土坑の上位から中位にかけて見られた。寛永通宝や煙管の吸い
口が底面から出土している。出土遺物のうち寛永通宝１点、煙管１点を図示し得た。　備考　出土遺物から近
世（江戸時代後期）に帰属するものと考えられ、さらに遺物の出土状況や礫の集中から墓であった可能性が高

いだろう。

SK07（第 392 図／ＰＬ 141）
　位置　２―97 区Ｎ―20 グリッド（１・２区調査区北部西寄り）。　重複関係　SD01 と重複し、本遺構の
方が新しい。　遺存状態　良好。　覆土　礫主体の黒褐色土を基調とし、人為堆積を呈する。　平面形と規模
　平面形は円形を示す。規模は長軸 100㎝、短軸 90㎝、確認面からの深さは 33㎝を測る。　主軸方位　Ｎ
―46°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　概ね平坦である。　遺物　陶磁器が出土しているが図示す
るには至らなかった。　備考　出土遺物から近世（江戸時代後期）に帰属するものと考えられ、さらに礫の集
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ＡＡ’
ＳＫ０１土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０３土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０２土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０４土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～２ 
　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・礫多量含む。 １ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。

２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜）
　　　　　　　 多量含む。小礫微量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜～２
　　　　　　　 ㎝）多量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。小礫多量含む。ロー
　　　　　　　 ムブロック赤サビ化（φ５㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性弱い。まりややあり。ローム粒赤サビ化・小
　　　　　　　 礫多量含む。ロームブロック赤サビ化（φ５㎜）
　　　　　　　 微量含む。（以上SK0３）
３ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒赤サビ化多
　　　　　　　 量含む。ロームブロック赤サビ化（φ５㎜）微量
　　　　　　　 含む。（P11）

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～３㎝）多量含む。
４ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ロームブロック（φ１～３㎝）少量含む。
５ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１～３㎝）多量含む。
６ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
７ ．黄褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ロームブロック（φ10㎝）大量含む。
８ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。YPk（φ１㎝）微量含む。
９ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒少量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
10．黒 色 土 層：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ５～10㎝）多量含む。
11．黒褐色土層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ５～10㎝）大量含む。

２

１

２１
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ＳＫ０５土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０７土層説明

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒少量含む。YPk（φ１㎝）・小礫・砂礫微量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ロームブロック（φ１㎝）・ローム粒少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ３㎝）大量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。小礫微量含む。
５ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒少量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまり弱い。礫大量含む。
２ ．黄褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ローム粒少量含む。
３ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。
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第393図　SK08～10実測図・SK08礫検出状況図（1/30）
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ＳＫ０９土層説明

ＡＡ’
ＳＫ１０土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含む。小礫少量含
　　　　　　　 む。
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ロームブロック（φ３～５㎝）多量含
　　　　　　　 む。小礫少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。礫大量含む。ローム粒少量
　　　　　　　 含む。
４ ．褐 色 土 層：粘性あり。しまりややあり。小礫微量含む。

１ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１㎝）・ 
　　　　　　　 ローム粒多量含む。炭化粒（φ５㎜～１㎝）・焼土粒少量
　　　　　　　 含む。

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜
　　　　　　　 ～１㎝）多量含む。ローム粒少量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒多量含む。

中から墓であった可能性が高いだろう。

SK08（第 393 図）
　位置　２―97区Ｎ・Ｏ―20グリッド（１・２区調査区北部中央）。　重複関係　なし。　遺存状態　良好。
　覆土　礫を含む暗褐色土を基調とし、人為堆積を示す。　平面形と規模　不整楕円形。規模は長軸 155㎝、
短軸 106㎝、確認面からの深さ 31㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―77°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底
面　特に礫の集中部がくぼみ、Ｖ字状を呈する。　遺物　なし。　備考　覆土の状況から近世に帰属するもの
と考えられ、さらに礫の集中から墓であった可能性も考慮できる。
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ＳＫ０７土層説明

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒少量含む。YPk（φ１㎝）・小礫・砂礫微量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ロームブロック（φ１㎝）・ローム粒少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ３㎝）大量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。小礫微量含む。
５ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒少量含む。

１ ．黒褐色土層：粘性弱い。しまり弱い。礫大量含む。
２ ．黄褐色土層：粘性あり。しまり弱い。ローム粒少量含む。
３ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。
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第393図　SK08～10実測図・SK08礫検出状況図（1/30）
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SK08

P14

SK09

SB01
-P3
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ＡＡ’
ＳＫ０８土層説明

ＡＡ’
ＳＫ０９土層説明

ＡＡ’
ＳＫ１０土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含む。小礫少量含
　　　　　　　 む。
２ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ロームブロック（φ３～５㎝）多量含
　　　　　　　 む。小礫少量含む。
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。礫大量含む。ローム粒少量
　　　　　　　 含む。
４ ．褐 色 土 層：粘性あり。しまりややあり。小礫微量含む。

１ ．褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ１㎝）・ 
　　　　　　　 ローム粒多量含む。炭化粒（φ５㎜～１㎝）・焼土粒少量
　　　　　　　 含む。

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜
　　　　　　　 ～１㎝）多量含む。ローム粒少量含む。
２ ．褐 色 土 層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒多量含む。

SK09（第 393 図）
　位置　４―７区Ｏ―１（１・２区調査区南部中央）。　重複関係　SB01- Ｐ３、Ｐ 14 と重複し、本遺構の
方が新しい。　遺存状態　検出面の辺りは造成により破壊されるが、下位は残存する。　覆土　褐色土を基調
とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長軸 97㎝、短軸 68㎝、確認
面からの深さ 25㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―80°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　ほぼ平坦であ
る。　遺物　なし。　備考　覆土の状況から近世に帰属するものと考えられ、SB01- Ｐ 3より新しいことから
SB01 以降に帰属するものであろう。
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第394図　SK11・16実測図・SK16礫検出状況図（1/30）
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ＡＡ’
ＳＫ１１土層説明

ＡＡ’
ＳＫ１６土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒・YPk（φ３　
　　　　　　     ～５㎜）少量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック漸移　
　　　　　    　 層褐色土ブロック（φ５㎝）・YPk（φ３～５㎜）
　　　　　　　 多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５
　　　　　　　 ㎜～２㎝）多量含む。ローム粒・礫少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　 （φ１～２㎝）大量含む。ローム粒少量含む。
４ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。礫大量含む。ローム粒多
　　　　　　　 量含む。ロームブロック（φ１㎝）少量含む。

SK10（第 393 図）
　位置　２―97区Ｎ―16グリッド（１・２区調査区中央部東寄り）。　重複関係　なし。　遺存状態　良好。
　覆土　暗褐色土と褐色土を基調とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　平面形は楕円形を呈する。長軸は
62㎝、短軸は47㎝、確認面からの深さは18㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―８°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。
　底面　中央部が盛り上がる。　遺物　なし。　備考　覆土の状況から近世に帰属するものと考えられる。

SK11（第 394 図）
　位置　２―97区Ｏ―15グリッド（１・２区調査区北東端）。　重複関係　SI01 と重複し、本遺構の方が新
しい。　遺存状態　上位は造成により破壊される。　覆土　暗褐色土を基調とし、自然堆積を示す。　平面形
と規模　平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸 163㎝、短軸 130㎝、確認面からの深さ 21㎝を測る。　
主軸方位　Ｎ―20°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　概ね平坦である。　遺物　なし。　備考　覆
土の状況から近世以降に帰属するものと考えられる。

SK16（第 394 図）
　位置　２―97 区 O―17・18 グリッド（１・２区調査区中央部）。　重複関係　なし。　遺存状態　良好。
　覆土　上層は暗褐色土、下層は礫主体の黒褐色土を基調とし、人為堆積を示す。　平面形と規模　平面形は
楕円形を呈する。規模は長軸 90㎝、短軸 69㎝、確認面からの深さは 46㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―10°―
Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　概ね平坦である。　遺物　なし。　備考　覆土から現代のものが出
土しているが、礫の集中が認められることから移築された墓跡の可能性も考慮したい。帰属時期は近世以降で

あろう。

SK18・19（第 395 図）
　位置　２―97区Ｏ―19グリッド（１・２区調査区南寄り）。　重複関係　SK19 が SK18 より新しい。　遺
存状態　SK18 の上位が SK19 により破壊される。SK19 は良好である。　覆土　両遺構とも暗褐色土を基調
とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　SK18 の平面形は楕円形を呈し、SK19 は不整形を呈する。規模は
SK18 が長軸 45㎝、短軸 35㎝、確認面からの深さ 24㎝を測る。SK19 が長軸 110㎝、短軸 98㎝、確認面か

らの深さ 39㎝を測る。　主軸方位　SK18 はＮ―58°―Ｅ、SK19 はＮ―19°―Ｅ。　壁面　SK18 は外傾して
立ち上がる。SK19 は北壁が外傾して立ち上がり、南壁は段状に立ち上がる。　底面　SK18 は北に向かって
下り、SK19は概ね平坦である。　遺物　なし。　備考　覆土の状況から近世以降に帰属するものと考えられる。

SK20（第 395 図）
　位置　２―97区Ｏ―19グリッド（１・２区調査区南壁中央よりやや東寄り）。　重複関係　なし。　遺存
状態　段切りにより南側が、根の貫入により底面の一部も破壊される。　覆土　黒褐色土を基調とし、自然堆
積を示す。　平面形と規模　平面形は長方形を呈する。規模は長軸 57㎝以上、短軸 68㎝、確認面からの深さ
44㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―16°―Ｗ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　凸凹する。　遺物　なし。　
備考　覆土の状況から近世以降に帰属するものと考えられる。

SK25（第 395 図）
　位置　２―97 区Ｐ―18 グリッド（１・２区調査区南部東寄り）。　重複関係　SD02 と重複し、本遺構の
方が新しい。　遺存状態　良好。　覆土　礫主体の暗褐色土を基調とし、人為堆積を示す。　平面形と規模　
平面形は不整楕円形を呈する。規模は長軸 176㎝、短軸 100㎝、確認面からの深さ 46㎝を測る。　主軸方位
　Ｎ―70°―Ｅ　壁面　外傾して立ち上がる。　底面　概ね平坦である。　遺物　なし。　備考　現代のもの
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第394図　SK11・16実測図・SK16礫検出状況図（1/30）
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ＡＡ’
ＳＫ１１土層説明

ＡＡ’
ＳＫ１６土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒・YPk（φ３　
　　　　　　     ～５㎜）少量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック漸移　
　　　　　    　 層褐色土ブロック（φ５㎝）・YPk（φ３～５㎜）
　　　　　　　 多量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒少量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ５
　　　　　　　 ㎜～２㎝）多量含む。ローム粒・礫少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　 （φ１～２㎝）大量含む。ローム粒少量含む。
４ ．黒褐色土層：粘性あり。しまり弱い。礫大量含む。ローム粒多
　　　　　　　 量含む。ロームブロック（φ１㎝）少量含む。

も出ているが、礫の集中が認められることから移築された墓跡の可能性も考慮したい。帰属時期は近世以降

であろう。

SK26（第 396 図）
　位置　２―97区Ｍ―18グリッド（１・２区調査区南部中央）。　重複関係　SB02 の溝と重複し、本遺構の
方が古い。　遺存状態　上位は SB02 の溝により破壊される。　覆土　上層は黒褐色土、暗褐色土、下層はに
ぶい黄褐色砂礫を基調とし、自然堆積を示す。　平面形と規模　平面形は不整形を呈する。長軸 133㎝、短
軸 64㎝、確認面からの深さ 35㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―79°―Ｅ　壁面　概ね直立する。　底面　概ね平
坦である。　遺物　なし。　備考　覆土の状況から近世と思われるが、SB02 よりは古い。
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第395図　SK18～20・25実測図・SK25礫検出状況図（1/30）
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SD02

SK18 SK19

ＡＡ’
ＳＫ１８・１９土層説明

ＡＡ’
ＳＫ２０土層説明

ＡＡ’
ＳＫ２５土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒大量含む。小礫少量含む。
　　　　　　　 YPk（φ３㎜）微量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ２～５㎝）・
　　　　　　　 ローム粒・小礫少量含む。（以上SK19）
３ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロック（φ
　　　　　　　 ３㎜）・礫少量含む。（SK18）

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ１
　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・小礫少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　 （φ５㎜）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。
２ ．黄褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。 
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。

第396図　SK26実測図（1/30）

第397図　近世土坑出土遺物実測図（1/1・1/2・1/3・1/4）

第398図　近世ピット出土遺物実測図（1/3・1/4）
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SK26

ＡＡ’
ＳＫ２６土層説明

１ ．黒   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜～３㎝）・ローム
　　　　　　　　　　　 粒少量含む。
２ ．暗   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ８㎝）大量含む。
３ ．にぶい黄褐色砂礫層： 粘性なし。しまり弱い。砂礫純層。
４ ．黒   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ３～６㎝）多量含む。
　　　　　　　　　　　 ローム粒少量含む。
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SK02
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SK32

P08 P10
　（４）　ピット（第 375・398 図／ＰＬ 142）
　近世に帰属すると考えられるピットは 43 基確認された。これらは全て１・２区調査区に位置する。特に

SB01 付近で見られたピットは SB01 に関連するものか、別な建物を構成するものである可能性が考えられよ

う。特に P08 や P10 では近世陶磁器が出土している。ピットの平面形や規模などの諸属性は第 58表に記載

する。
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第395図　SK18～20・25実測図・SK25礫検出状況図（1/30）
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ＡＡ’
ＳＫ１８・１９土層説明

ＡＡ’
ＳＫ２０土層説明

ＡＡ’
ＳＫ２５土層説明

１ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりややあり。ローム粒大量含む。小礫少量含む。
　　　　　　　 YPk（φ３㎜）微量含む。
２ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ２～５㎝）・
　　　　　　　 ローム粒・小礫少量含む。（以上SK19）
３ ．暗褐色土層：粘性弱い。しまりあり。ローム粒多量含む。ロームブロック（φ
　　　　　　　 ３㎜）・礫少量含む。（SK18）

１ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ロームブロック（φ１
　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・小礫少量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　 （φ５㎜）微量含む。

１ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。ローム粒多量含む。
２ ．黄褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。 
３ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。ローム粒少量含む。

第396図　SK26実測図（1/30）

第397図　近世土坑出土遺物実測図（1/1・1/2・1/3・1/4）

第398図　近世ピット出土遺物実測図（1/3・1/4）
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１ ．黒   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜～３㎝）・ローム
　　　　　　　　　　　 粒少量含む。
２ ．暗   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック（φ８㎝）大量含む。
３ ．にぶい黄褐色砂礫層： 粘性なし。しまり弱い。砂礫純層。
４ ．黒   褐   色   土   層  ：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ３～６㎝）多量含む。
　　　　　　　　　　　 ローム粒少量含む。
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第399図　SA01実測図（1/60）・出土遺物実測図（1/2）
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１

　第４節　その他の遺構と遺物

　（１）　柱列
SA01（第 399 図／ＰＬ 141・142）
　位置　２―86区Ｒ―20、２―96区Ｒ―１グリッド（３～５区調査区北西部）。　重複関係　なし。　遺存
状態　良好。　規模　南北 7.5mの間に５基のピットが存在する。　主軸方位　Ｎ―３°―Ｅ　概要　周囲に
は本遺構と並びを供にするようなピットは検出しな

かった。　その他の施設　特に明記すべき施設は見
あたらなかった。　遺物検出状況　Ｐ４の覆土から
棒状鉄製品が出土した以外は、特に遺物は出土しな

かった。　遺物　棒状鉄製品を１点図示し得た。　備考　覆土には近現代のものが含まれていたことや、しま
りが弱かったことから近現代に帰属すると考えられるが、Ｐ２に柱痕跡が見られたことや、ピットが並びを持

つことからあえて報告した次第である。

　（２）　溝跡
SD01（第 400・402 図／ＰＬ 141・142）
　位置　２―97区Ｎ・Ｏ―20、４―７区Ｎ・Ｏ―１グリッド（１・２区調査区西部）。　重複関係　SK07 と
重複し、本遺構の方が古い。　遺存状態　埋没谷へと注ぐようで、埋没谷内に入ると本遺構の痕跡が見当たら
なくなる。北部は段切りにより破壊されている。　覆土　黒色土、黒褐色土、暗褐色土、明褐色土を基調とし、
自然堆積を示す。　規模　長軸 5.57m、短軸 80㎝～ 1.50m、確認面からの深さ 18㎝～ 37㎝を測る。　主軸
方位　Ｎ―１°―Ｅ　遺物　縄文中期の土器片が散見される。このうち縄文土器１点を図示し得た。　備考　
底面形状や、幅が一定しないことなどから自然流路と思われる。縄文時代中期以降のどこかで埋没しはじめ、

第 58 表　林中原Ⅱ遺跡Ⅹ近世ピット観察表

遺構名 位置 平面形
規模（㎝）

覆土 備考 遺構名 位置
規模（㎝）

覆土 備考
長軸長 短軸長 深さ 平面形 長軸長 短軸長 深さ

P01 4-7 区 P-2 楕円形 61 42 23 Ｂ P27 4-7 区 O・P-1・2 楕円形 42 35 44 Ｂ
P02 4-7 区 O-2 楕円形 37 30 28 Ｂ P28 4-7 区 O-1 円形 41 40 39 Ｂ
P03 4-7 区 P-1 楕円形 42 38 21 Ｂ P29 4-7 区 O・P-1・2 楕円形 61 40 21 Ｂ
P04 4-7 区 P-1 楕円形 39 37 38 Ｂ P30 4-7 区 O-1 円形 48 45 16 Ｃ
P05 4-7 区 P-1 楕円形 44 40 45 Ｂ P31 4-7 区 P・Q-1 円形 36 35 30 Ｂ
P06 4-7 区 P-1 楕円形 42 38 42 Ｂ P32 SB01-P3
P07 4-7 区 O・P-1・2 楕円形 42 33 40 Ｃ P33 4-7 区 O-2 楕円形 43 37 33 Ｂ
P08 4-7 区 O・P-1 楕円形 67 48 36 Ｃ P34 4-7 区 O・P-2 円形 35 33 30 Ｂ
P09 4-7 区 P-1 楕円形 28 25 40 Ｂ P35 SB01-P5
P10 4-7 区 P-1 楕円形 30 25 53 Ｂ P36 4-7 区 P-1 楕円形 48 37 22 Ｅ
P11 4-7 区 N-2 円形 40 40 57 Ｂ P37 4-7 区 O・P-1 楕円形 48 38 20 Ｃ
P12 4-7 区 O-2 円形 38 37 32 Ｃ P38 4-7 区 N-1 楕円形 35 32 39 Ｂ
P13 4-7 区 O・P-1・2 円形 29 28 46 Ｂ P39 4-7 区 P-1 円形 33 30 31 Ｄ
P14 4-7 区 O-1 楕円形 35 28 26 Ｃ P40 SB01-P6
P15 4-7 区 O・P-1・2 楕円形 66 60 64 Ｂ P41 SB01-P7
P16 4-7 区 O・P-1・2 楕円形 35 33 28 Ｃ P42 4-7 区 N-1 楕円形 45 43 52 Ｂ
P17 4-7 区 P-1 円形 36 35 59 Ｂ P43 4-7 区 N-1 楕円形 42 37 30 Ｃ
P18 SB01-P4 P47 SI01P6
P19 4-7 区 P-1 不整形 48 <20> 23 Ｂ P52 2-97 区 O-19 楕円形 35 31 26 Ｃ
P20 SB01-P8 P53 2-97 区 O-18 楕円形 41 29 19 Ｃ
P21 4-7 区 P-1 円形 26 25 51 Ｂ P54 2-97 区 O-18 楕円形 30 23 11 Ｃ
P22 4-7 区 P-1・2 楕円形 27 23 27 Ｂ P55 2-97 区 N-18 楕円形 40 33 15 Ｃ
P23 4-7 区 P-1 円形 36 35 42 Ｃ P56 2-97 区 N-18 楕円形 45 40 24 Ｃ
P24 SB01-P2 P57 2-97 区 M-19 円形 33 32 9 Ｃ
P25 SB01-P1 P58 2-97 区 M-18 円形 30 30 15 Ｃ
P26 4-7 区 P・Q-1 楕円形 51 47 59 Ｂ P88 2-97 区 N-18 円形 25 20 10 Ｃ

P １ P２ P３ P４ P５
長軸長（㎝） 43 44 43 47 33
短軸長（㎝） 40 37 35 （38） 28
深　さ（㎝） 16 22 31 16 19

第 59 表　SA01 ピット計測表

※Ａ：黒色土　Ｂ：黒褐色土　Ｃ：暗褐色土　Ｄ：褐色土　Ｅ：にぶい黄褐色土
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第399図　SA01実測図（1/60）・出土遺物実測図（1/2）
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１

近世の墓と思われる SK07 構築以前には完全に埋没していたと考えられる。また、埋没谷内になると本遺構の

痕跡が見られないことから、谷が埋まりきった頃にも流路として機能していたとは考え難いだろう。だがいず

れにしても、いつまで稼働していたのかを明瞭に述べることは難しい。近世以前まで稼働していた可能性があ

ると述べるに留まる次第である。

SD02（第 401・402 図／ＰＬ 142）
　位置　２―97区Ｐ―17 ～ 20 グリッド（１・２区調査区東部）。　重複関係　SK25、Ｐ 19 と重複し、本
遺構の方が古い。　遺存状態　南部は段切りにより破壊される。北部は調査区外となる。　覆土　黒褐色土、
暗褐色土を基調とし、下層になると砂礫が目立つようになる。自然堆積を示す。　規模　長軸17.90m、短軸2.50
ｍ～ 4.70m、確認面からの深さは 13㎝～ 80㎝を測る。　主軸方位　Ｎ―５°―Ｅ　遺物　陶磁器片がわずか
に出土した。このうち陶器を１点図示し得た。　備考　底面形状が一定しないことなどから自然流路と思われ
る。本遺構が存在すると、SB01が建築できないことから、SB01が建てられた時には埋没していたと考えられる。

ただし、SD01 とは規模が違うので、完全に埋没した時期が同じになるとは限らないだろう。
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第400図　SD01実測図（1/80）
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ＳＤ０１土層説明

1a ．黒 褐 色 土 層：粘性弱い。しまりややあり。川砂大量含む。ロームブロック（φ１㎝）・
　　　　　　　　  YPk（φ５㎜）・小礫少量含む。
1b ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ５㎜）多量含む。
２ ．褐   色   土   層：粘性あり。しまり弱い。川砂多量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
３ ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。川砂大量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量
　　　　　　　　 含む。
４ ．暗 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。川砂多量含む。ロームブロック（φ５㎝）少量
　　　　　　　　 含む。
５ ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎝）多量含む。川砂微
　　　　　　　     量含む。
６ ．明黄褐色土層：粘性あり。しまりややあり。YPｋ（φ５㎜）少量含む。

0 1 : 80 2m

第401図　SD02実測図（1/80）
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ＡＡ’ ＢＢ’
ＳＤ０２土層説明

１ ．暗  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ５
　　　　　　　　 　 ㎜～２㎝）・ローム粒多量含む。YPk（φ２
　　　　　　　　 　 ㎜）微量含む。
２ ．黒    色    土    層：粘性あり。しまりあり。ローム粒少量含む。
　　　　　　　          YPk（φ５㎜）微量含む。
３ ．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含
　　　　　　　　　  む。砂礫微量含む。
４ ．黒    色    土    層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ１
　　　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・YPk（φ１㎝）少量含む。
５ ．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含
　　　　　　　　 　 む。砂礫少量含む。
６ ．黒  褐  色  土  層：粘質土。しまりあり。砂礫少量含む。YPk（φ
　　　　　　　　　 １㎜以下）微量含む。
７ ．黄 褐 色 YPk 層：粘性ない。しまり弱い。ロームブロック（φ１
　　　　　　　　　 ㎝）少量含む。
８ ．明黄褐色砂礫層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎜）大量　
　　　　　　　   　  含む。黒色土少量含む。
９ ．赤 褐 色 砂 礫 層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎝）少量
　　　　　　　　　  含む。
10．暗  褐  色  土  層：粘質土。しまりあり。砂礫少量含む。
11．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　　　 （φ５㎜）・ローム粒・YPk（φ１㎝）多量含
　　　　　　　　　 む。
12．褐    色    土    層：粘性あり。しまりあり。砂礫・暗褐土少量含
　　　　　　　　　 む。
13．暗赤褐色砂礫層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ５　
　　　　　　　　     ㎜）多量含む。ロームブロック（φ５㎜）少量
　　　　　　　　　 含む。
14．褐  色  砂  礫  層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロ
　　　　　　　　　  ック（φ５㎜）少量含む。
15．褐  色  砂  礫  層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１　
　　　　　　　　      ㎜）少量含む。
16．褐 色 ロ ー ム 層：粘質土。しまりあり。砂少量含む。
17．明黄褐色砂礫層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎜）大量　
　　　　　　　　     含む。黒色土含む。

0 1 : 80 2m

　（３）　埋没谷（第 403 ～ 406 図／ＰＬ 141 ～ 143）
　位置　SP. Ａ～Ｃの土層断面の観察及び、断面確認用トレンチの状況から、埋没谷は３・４区調査区北壁か
ら１区西部・南部・東部にも及ぶ。　重複関係　谷の埋没後に SB01・02 など近世の遺構が展開しているよ
うである。　遺存状態　良好。　覆土　広範囲に及ぶため細かな差異はあるが、概ね黒褐色土を基調とし、途
中に As-Kk のブロックを含む層が１区や４区で見られた。１～５区全域で自然堆積を示す。　底面　３・４
区で谷全体を断ち割ることが出来た。ただし掘り下げると湧水が多く危険になってきたので、完全に下までは

掘りきっていない。また、３・４区の中央には側溝があり、これを壊すことは出来なかったので、この部分に

ついては調査していない。この状況での底面の様子は全体的に、皿形を呈する谷で、急峻な崖と言うほどでは

なかった。　遺物　１・２区においては上層で陶磁器も出土したが、これは造成により混入したものであろう。
３～５区ではほとんど出土していない。１・２区で縄文土器が少量出土し、３～５区に至ると稀に縄文土器が

出る程度である。石鏃は３区で出土した。また、４区では土師器・須恵器の小片が As-Kk を含む層でわずか

に出土した。これらのうち縄文土器 12点、土師器１点、須恵器２点、内耳鍋と思われるもの１点、陶器２点、

磁器３点、泥面子１点、凹石１点、石鏃２点、打製石斧１点を図示し得た。　概要　埋没谷の広がりを考慮す
ると、１・２・３・５区調査区は谷に囲まれた微高地状の地形であったことがうかがえる。出土した縄文土器

を概観すると、前期の諸磯ｂ式、中期初頭の五領ヶ台Ⅱ式は、ごくわずかである。加曽利 E式、曽利式、郷

土式土器は若干多い。このことから埋没の開始は縄文時代中期以降と考えられ、埋没過程で As-Kk 包含する

層を形成する。そして SB01・02 のような近世建物が展開する頃には完全に埋没していたのだろう。そして、

近現代の造成により上層に近世陶磁器が混入したものと考えられる。
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第400図　SD01実測図（1/80）
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ＳＤ０１土層説明

1a ．黒 褐 色 土 層：粘性弱い。しまりややあり。川砂大量含む。ロームブロック（φ１㎝）・
　　　　　　　　  YPk（φ５㎜）・小礫少量含む。
1b ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ５㎜）多量含む。
２ ．褐   色   土   層：粘性あり。しまり弱い。川砂多量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量含む。
３ ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。川砂大量含む。ロームブロック（φ１㎝）微量
　　　　　　　　 含む。
４ ．暗 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。川砂多量含む。ロームブロック（φ５㎝）少量
　　　　　　　　 含む。
５ ．黒 褐 色 土 層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロック（φ５㎝）多量含む。川砂微
　　　　　　　     量含む。
６ ．明黄褐色土層：粘性あり。しまりややあり。YPｋ（φ５㎜）少量含む。

0 1 : 80 2m

第401図　SD02実測図（1/80）
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ＳＤ０２土層説明

１ ．暗  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ５
　　　　　　　　 　 ㎜～２㎝）・ローム粒多量含む。YPk（φ２
　　　　　　　　 　 ㎜）微量含む。
２ ．黒    色    土    層：粘性あり。しまりあり。ローム粒少量含む。
　　　　　　　          YPk（φ５㎜）微量含む。
３ ．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含
　　　　　　　　　  む。砂礫微量含む。
４ ．黒    色    土    層：粘性あり。しまりあり。ロームブロック（φ１
　　　　　　　　　 ㎝）・ローム粒・YPk（φ１㎝）少量含む。
５ ．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりあり。YPk（φ５㎜）多量含
　　　　　　　　 　 む。砂礫少量含む。
６ ．黒  褐  色  土  層：粘質土。しまりあり。砂礫少量含む。YPk（φ
　　　　　　　　　 １㎜以下）微量含む。
７ ．黄 褐 色 YPk 層：粘性ない。しまり弱い。ロームブロック（φ１
　　　　　　　　　 ㎝）少量含む。
８ ．明黄褐色砂礫層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎜）大量　
　　　　　　　   　  含む。黒色土少量含む。
９ ．赤 褐 色 砂 礫 層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎝）少量
　　　　　　　　　  含む。
10．暗  褐  色  土  層：粘質土。しまりあり。砂礫少量含む。
11．黒  褐  色  土  層：粘性あり。しまりややあり。ロームブロック
　　　　　　　　　 （φ５㎜）・ローム粒・YPk（φ１㎝）多量含
　　　　　　　　　 む。
12．褐    色    土    層：粘性あり。しまりあり。砂礫・暗褐土少量含
　　　　　　　　　 む。
13．暗赤褐色砂礫層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ５　
　　　　　　　　     ㎜）多量含む。ロームブロック（φ５㎜）少量
　　　　　　　　　 含む。
14．褐  色  砂  礫  層：粘性ややあり。しまりややあり。ロームブロ
　　　　　　　　　  ック（φ５㎜）少量含む。
15．褐  色  砂  礫  層：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ１　
　　　　　　　　      ㎜）少量含む。
16．褐 色 ロ ー ム 層：粘質土。しまりあり。砂少量含む。
17．明黄褐色砂礫層：粘性弱い。しまり弱い。YPk（φ１㎜）大量　
　　　　　　　　     含む。黒色土含む。

0 1 : 80 2m



478

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

第402図　溝跡出土遺物実測図（1/3）
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（４）　ピット（第 373・375 図）
　近現代に帰属すると考えられるピットは 36基確認された。特に３～５区のものは、調査以前の土地利用の

状況から植栽痕である可能性もあろう。ピットの平面形や規模などの諸属性は第 60表に記載する。

　第５節　遺構外出土遺物（第407図／ＰＬ 143）

　特に１・２区で遺物を採集できた。とりわけ近世陶磁器が目立ち、土師器や須恵器、中世陶磁器などは見ら

れなかった。

　近世陶磁器のほとんどが、江戸時代後期のものと考えられ、SB01 や 02 の帰属年代に近いものであると考

えられる。おそらくは SB01・02 由来の遺物と考えられる。

　なお第 407 図 14 は色絵付けの盃と考えられ、絵付けがかなり剥げてしまっていたが、実測すると女性の

絵が現れた。いわゆる花魁文と思われ、幕末～明治時代の所産であると考えた。

遺構名 位置 平面形
規模（㎝）

覆土 備考 遺構名 位置
規模（㎝）

覆土 備考
長軸長 短軸長 深さ 平面形 長軸長 短軸長 深さ

P44 2-97 区 M-15 楕円形 47 44 21 Ｂ P71 2-87 区 E-19 楕円形 40 30 18 Ｂ
P45 2-97 区 M-15 楕円形 40 35 27 Ｂ P72 2-87 区 E-19 楕円形 38 30 18 Ｂ
P46 2-97 区 N-15 円形 45 43 25 Ｂ P73 2-87 区 D-20 楕円形 42 28 19 Ｂ
P48 2-97 区 N-15 円形 24 23 13 Ｂ P74 2-87 区 E・F-20 円形 20 20 15 Ｂ
P49 2-97 区 O-15 円形 21 20 19 Ｂ

P75
2-87 区 E・F-20 

2-97 区 E-1
楕円形 42 33 15 Ｂ

P50 2-97 区 O-15 円形 18 18 12 Ｂ
P51 2-97 区 N-14 楕円形 57 52 82 Ｃ P76 2-96 区 S-1 楕円形 43 40 24 Ｂ
P59 2-97 区 N-15 楕円形 53 45 43 D P77 2-87 区 E-19 楕円形 30 28 13 Ｂ
P60 2-87 区 D-16 楕円形 52 48 14 Ｂ P78 2-87 区 E-20 円形 42 42 19 Ｂ
P61 2-87 区 D-19 円形 57 50 23 Ｂ P79 2-97 区 E-1 楕円形 33 28 13 Ｂ
P62 2-87 区 D・E-19 円形 50 46 14 Ｂ P80 2-97 区 F-1 楕円形 23 18 12 Ｂ
P63 2-87 区 E-19 楕円形 52 43 23 Ｂ P81 2-97 区 F-2 楕円形 27 24 30 Ｂ
P64 2-87 区 C-18 楕円形 25 20 5 Ｂ P82 2-97 区 F-2 円形 20 18 13 Ｂ
P65 2-87 区 E-18 楕円形 38 35 13 Ｂ P83 2-97 区 G-2 楕円形 19 17 9 Ｂ
P66 2-87 区 D-19 楕円形 40 34 14 Ｂ P84 2-97 区 F-3 楕円形 24 21 14 Ｂ
P67 2-96 区 R-1 円形 32 31 22 Ｂ P85 2-97 区 G-3 円形 23 23 18 Ｂ
P68 2-96 区 R-1 円形 24 24 21 Ｂ P86 2-97 区 F・G-3 不整形 41 37 13 Ｂ
P69 2-96 区 S-1 不整形 30 <20> 38 Ｂ P87 2-97 区 G-3 円形 22 20 17 Ｂ
P70 2-96 区 S-1 楕円形 37 25 17 Ｂ

※Ａ：黒色土　Ｂ：黒褐色土　Ｃ：暗褐色土　Ｄ：褐色土　Ｅ：にぶい黄褐色土

第 60 表　林中原Ⅱ遺跡Ⅹ近現代ピット観察表
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第404図　埋没谷実測図②（1/100）

第405図　埋没谷出土遺物実測図①（1/3）
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埋没谷土層説明

１ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。礫大量含む。
２ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。礫少量含む。
３ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫大量含む。
４ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。炭化粒（φ３㎜）・礫・YPk（φ２～３㎜）・砂・As-Kk（φ１㎝）微量含む。
５ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫にぶい黄褐色土・砂少量含む。
６ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまり弱い。砂多量含む。ローム粒少量含む。
７ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまり弱い。砂多量含む。
８ ．黒褐色砂質土層  ：粘性ややあり。しまり弱い。白色粒（φ５㎜）少量含む。礫微量含む。
９ ．黒褐色砂質土層  ：粘性ややあり。しまり弱い。As-Kk（φ２～３㎝）大量含む。
10．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫多量含む。礫少量含む。
11．黒 褐 色 砂 礫層  ：粘性ない。しまりややあり。礫大量含む。
12．黒  褐  色  土  層  ：粘性弱い。しまりややあり。礫大量含む。砂多量含む。ローム粒少量含む。YPk（φ５㎜）微量含む。
13．黄 褐 ロ ー ム 層  ：粘質土。しまりあり。（以上４区埋没谷）
14．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）少量含む。
15．暗  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。ローム粒・YPk（φ１～５㎜）少量含む。
16．黒  褐  色  土  層  ：粘質土。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜）・ローム粒少量含む。
17．黒  褐  色  土  層  ：粘質土。しまりあり。砂微量含む。
18．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ0.５～１㎜）多量含む。
19．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎜～１㎝）少量含む。
20．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎜～１㎝）多量含む。白色粒少量含む。砂微量含む。
21．暗  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりあり。YPk（φ１㎜～２㎝）大量含む。
22．にぶい黄褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。YPk（φ３㎜～２㎝）大量含む。
23．黒褐色砂質土層   ：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ３㎜）微量含む。
24．黒 褐 色 砂 礫 層  ：粘性弱い。しまり弱い。礫多量含む。
25．暗  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。砂・白色粒（２㎜）少量含む。
26．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ２㎜～３㎝）多量含む。（以上３区埋没谷）

１ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。ローム粒微量含む。
２ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。As-Kk多量含む。砂礫少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。砂微含む。
４ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜）・砂礫・小礫少量含む。
５ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。小礫少量含む。
６ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。小礫・礫多量含む。
７ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまりあり。小礫多量含む。

１ ．黒 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。炭化粒（φ２㎜）・YPk（φ５㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。
３ ．黒 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒・にぶい黄褐色土少量含む。YPk（φ５㎜）微量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜）少量含む。
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第406図　埋没谷出土遺物実測図②（1/1・1/3・1/4）
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第404図　埋没谷実測図②（1/100）

第405図　埋没谷出土遺物実測図①（1/3）
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埋没谷土層説明

１ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。礫大量含む。
２ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜～１㎝）多量含む。礫少量含む。
３ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫大量含む。
４ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。炭化粒（φ３㎜）・礫・YPk（φ２～３㎜）・砂・As-Kk（φ１㎝）微量含む。
５ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫にぶい黄褐色土・砂少量含む。
６ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまり弱い。砂多量含む。ローム粒少量含む。
７ ．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまり弱い。砂多量含む。
８ ．黒褐色砂質土層  ：粘性ややあり。しまり弱い。白色粒（φ５㎜）少量含む。礫微量含む。
９ ．黒褐色砂質土層  ：粘性ややあり。しまり弱い。As-Kk（φ２～３㎝）大量含む。
10．黒  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりややあり。にぶい黄褐砂礫多量含む。礫少量含む。
11．黒 褐 色 砂 礫層  ：粘性ない。しまりややあり。礫大量含む。
12．黒  褐  色  土  層  ：粘性弱い。しまりややあり。礫大量含む。砂多量含む。ローム粒少量含む。YPk（φ５㎜）微量含む。
13．黄 褐 ロ ー ム 層  ：粘質土。しまりあり。（以上４区埋没谷）
14．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりややあり。YPk（φ１～２㎜）少量含む。
15．暗  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。ローム粒・YPk（φ１～５㎜）少量含む。
16．黒  褐  色  土  層  ：粘質土。しまりあり。ロームブロック（φ５㎜）・ローム粒少量含む。
17．黒  褐  色  土  層  ：粘質土。しまりあり。砂微量含む。
18．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ0.５～１㎜）多量含む。
19．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎜～１㎝）少量含む。
20．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ１㎜～１㎝）多量含む。白色粒少量含む。砂微量含む。
21．暗  褐  色  土  層  ：粘性ややあり。しまりあり。YPk（φ１㎜～２㎝）大量含む。
22．にぶい黄褐色土層：粘性ややあり。しまりあり。YPk（φ３㎜～２㎝）大量含む。
23．黒褐色砂質土層   ：粘性ややあり。しまりややあり。YPk（φ３㎜）微量含む。
24．黒 褐 色 砂 礫 層  ：粘性弱い。しまり弱い。礫多量含む。
25．暗  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。砂・白色粒（２㎜）少量含む。
26．黒  褐  色  土  層  ：粘性あり。しまりあり。YPk（φ２㎜～３㎝）多量含む。（以上３区埋没谷）

１ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。ローム粒微量含む。
２ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。As-Kk多量含む。砂礫少量含む。
３ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまりややあり。砂微含む。
４ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜）・砂礫・小礫少量含む。
５ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。小礫少量含む。
６ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまり弱い。小礫・礫多量含む。
７ ．黒褐色砂層：粘性弱い。しまりあり。小礫多量含む。

１ ．黒 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。炭化粒（φ２㎜）・YPk（φ５㎜）微量含む。
２ ．黒褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒・YPk（φ５㎜）少量含む。
３ ．黒 色 土 層：粘性ややあり。しまり弱い。ローム粒・にぶい黄褐色土少量含む。YPk（φ５㎜）微量含む。
４ ．暗褐色土層：粘性ややあり。しまり弱い。ロームブロック（φ５㎜）少量含む。
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第406図　埋没谷出土遺物実測図②（1/1・1/3・1/4）
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第407図　遺構外遺物実測図（1/2・1/3・1/4）
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第407図　遺構外遺物実測図（1/2・1/3・1/4）
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第５章　まとめ

　本調査区は１・２区に遺構が集中し、３～５区は明確に遺構と呼べるものはほとんど存在しない状況であっ

た。２区調査区北東隅に縄文時代中期の住居があり、この部分は斜面が一旦、平坦になる場所である。わずか

な平坦部をも利用して当時の人々が暮らしていたことが窺える。さらに、町教委調査の住居と時期が近しく、

同時期の集落である可能性が高い（長野原町教育委員会 2009）。なお周囲の近世遺跡との比較については考

察で述べるが、本調査区の 100 ～ 150 ｍほど東隣で東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡の調査が事業団によって行われてい

る（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団	2010）。東原Ⅲ遺跡では近世の掘立柱建物跡などが出ており、出土遺

物も本調査区と大差ないものが多いことから、同時期の集落であると言えよう。

　埋没谷を立ち割ってみると、平安時代の浅間山の噴火にともなう As-Kk の堆積があり As-Kk 降下時にも谷

が完全に埋没していなかったことがうかがえる。土師器・須恵器の小片が採集できた。そして SB02 の溝が埋

没谷に及んでいることから、近世の建物が建てられる頃には埋没していたと考えられる。

　また、墓であった可能性のある土坑がいくつか検出された。SK25 が墓だとすれば、上原Ⅱ遺跡 SK36 と規

模が似る。他に桶のようなものの痕跡が出ている SK05 や礫の集中する SK07・08・16 などがある。なお、

木桶を埋設していた土坑は、東原Ⅲ遺跡 61区１号土坑が付近の事例として挙げられよう。

参考文献
長野原町教育委員会　2009　『町内遺跡Ⅷ』長野原町埋蔵文化財調査報告第 18集

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2010　『東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡』八ッ場ダム建設に工事に伴う埋蔵文化財発掘調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　			査報告書　第 35集

第 61 表　林中原Ⅱ遺跡Ⅹ縄文住居跡諸属性一覧

遺構名 長軸方向
規模（ｍ・㎡）

主柱配置
炉

周溝 付帯施設
遺物

時期
長軸 短軸 壁高 面積 位置 構築方法 土器 石器 その他

SI01 N-90°-E 5.9 5.35 0.37 21.24 6 本 北寄り 石囲いか 全周 － ○ × 黒曜石片が出土 縄文中期後半
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版
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／
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径
／
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手
法
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面
／
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面
）

備
考

38
0-
１

14
2

縄
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－
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線
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の
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。
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２
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縄
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－
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。
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。
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３
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縄
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縄
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／
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／
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熱
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＜
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２
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瀬
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美
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近
世
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内
外
面
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黄
釉
施
釉
だ
が
外
面
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下
位
は
露
胎

と
な
る
。

良
好

浅
黄

浅
黄

破
片
資
料
（
口
縁
部
）
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溝

38
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３

－
陶
器
・
香
炉

（
3.
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／
－
／
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瀬
戸
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美
濃
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面
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横
線
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／
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４
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／
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／
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／
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／
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＜
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／
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肥
前
。
近
世
。
歪
み
や
釉
の
膨
れ
な
ど
見
ら
れ
、
や
や
不
出
来
で
あ
る
。
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花
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縁
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付
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。
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ら
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底
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厚
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Ｓ
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付
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／
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内
面
及
び
口
唇
上
面
は
鉄
釉
、
外
面
は
黄
釉
と
緑
釉
を
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
分
け
る
。

良
好

赤
褐

灰
白
暗
オ
リ
－
ブ
／

黒
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

P1
0

溝
跡

出
土

遺
物

観
察

表
挿
図
№

図
版
№

器
種

法
量（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
成

胎
土
・
材
質
等

色
調（
外
面
／
内
面
）

備
考

40
2-
１

14
2

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
3.
2）
／
－
／
－

キ
ャ
リ
パ
ー
形
の
口
縁
部
を
呈
す
。
彫
り
の
深
い
沈
線
文
や
三
角
形
基
調
の
文
様
を
施
文
す
る
。
内
外
面
と

も
に
横
位
ナ
デ
。

良
好

片
岩

赤
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

SD
01

40
2-
２

14
2

陶
器
・
碗

（
3.
6）
／
－
／
－

腰
錆
茶
碗
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
面
及
び
外
面
口
縁
部
に
灰
釉
、
外
面
腰
部
鉄
釉
を
そ
れ
ぞ
れ
施
釉
。

外
面
に
４
条
の
沈
線
が
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白
褐
／
灰
白

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

SD
02

埋
没

谷
出

土
遺

物
観

察
表

挿
図
№

図
版
№

器
種

法
量（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
成

胎
土
・
材
質
等

色
調（
外
面
／
内
面
）

備
考

40
5-
１

14
2

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
5.
8）
／
－
／
－

刻
み
を
伴
う
浮
線
文
に
よ
る
横
帯
構
成
。
単
節
RL
縄
文
施
文
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

角
閃
石

橙
／
黒
褐

破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
２

－
縄
文
土
器
・

深
鉢

（
4.
2）
／
－
／
－

４
条
の
沈
線
に
よ
る
懸
垂
文
を
施
文
し
両
脇
に
刺
突
列
を
伴
う
。
外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

石
英
・
金
雲
母
微
量

赤
褐
／
黒
褐

破
片
資
料
（
底
部
）

埋
没
谷

40
5-
３

14
2

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
4.
6）
／
－
／
－

沈
線
に
よ
る
区
画
文
内
に
斜
位
短
沈
線
を
施
文
す
る
。
外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

砂
粒

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
４

14
2

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
5.
1）
／
－
／
－

キ
ャ
リ
パ
ー
形
を
呈
す
口
縁
部
。
横
走
沈
線
や
沈
線
文
を
描
き
、
単
節
RL
縄
文
施
文
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

白
色
粒

明
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
5-
５

14
2

縄
文
土
器
・

浅
鉢

（
6.
8）
／
－
／
－

頸
部
で
く
の
字
に
外
反
す
る
。
口
縁
部
は
無
文
。
体
部
は
、
楕
円
状
の
区
画
文
内
に
単
節
RL
縄
文
施
文
。

内
外
面
と
も
に
横
位
ナ
デ
。

良
好

角
閃
石

に
ぶ
い
黄
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
～
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
６

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
7.
1）
／
－
／
－

沈
線
に
よ
る
区
画
文
内
に
、沈
線
や
単
節
RL
縄
文
施
文
。
区
画
文
内
に
沈
線
文
が
描
か
れ
る
。
外
面
は
ナ
デ
。

内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

角
閃
石

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
７

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
7.
7）
／
－
／
－

幅
太
の
沈
線
に
よ
る
文
様
を
施
文
す
る
。
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
。

良
好

白
色
粒
多
量

黒
褐
／
に
ぶ
い
黄
褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
８

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
6.
8）
／
－
／
－

内
湾
し
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
頸
部
が
直
立
気
味
で
あ
る
。
横
Ｃ
字
形
の
沈
線
文
を
対
に
し
、
刺
突
を
施
し
、

そ
の
下
に
縦
位
の
短
沈
線
が
施
文
さ
れ
る
。
外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

金
雲
母
・
石
英

明
褐

破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
5-
９

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
5.
9）
／
－
／
－

斜
位
半
隆
起
線
と
粘
土
紐
貼
り
つ
け
に
よ
り
粗
い
格
子
目
状
の
文
様
を
施
文
す
る
。
撚
糸
文
R
と
の
境
を
粘

土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
波
状
文
で
区
切
り
、
縦
位
蛇
行
隆
帯
を
付
す
。

良
好

石
英

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
6-
10

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
5.
3）
／
－
／
－

２
条
の
隆
帯
に
よ
る
渦
巻
状
の
文
様
が
描
か
れ
、
他
の
文
様
に
接
続
す
る
た
め
の
隆
帯
が
確
認
で
き
る
。
斜

位
短
沈
線
を
施
文
す
る
。
外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

白
色
粒

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
6-
11

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
9.
5）
／
－
／
－

沈
線
に
よ
る
区
画
文
内
に
単
節
LR
縄
文
施
文
。
蕨
手
状
の
沈
線
文
は
、区
画
文
の
内
外
問
わ
ず
施
文
さ
れ
る
。

外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

白
色
粒

明
黄
褐
/

に
ぶ
い
黄
褐

破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
6-
12

－
縄
文
土
器
・

深
鉢

（
4.
0）
／
－
／
－

２
条
の
横
走
沈
線
間
に
刺
突
が
上
下
交
互
に
施
文
さ
れ
る
。
そ
の
下
に
沈
線
に
よ
る
懸
垂
文
が
施
文
さ
れ
る
。

単
節
RL
縄
文
施
文
。
内
面
は
横
位
ナ
デ
。

良
好

砂
粒

明
褐

破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

39
7-
４

14
2

磁
器
・
碗

（
2.
4）
／
－
／
－

丸
碗
の
高
台
部
。
染
付
。
肥
前
。
近
世
。
内
外
面
と
も
に
呉
絵
付
け
外
面
は
矢
羽
文
、腰
部
、高
台
部
に
圏
線
。

内
面
は
、
見
込
み
に
圏
線
。
内
外
面
と
も
高
台
部
下
位
は
露
胎
で
あ
る
。

良
好

灰
白

淡
黄

破
片
資
料
（
高
台
部
）

SK
04

39
7-
５

14
2

銅
製
品
・
煙
管
長（
2.
6）
／
幅（
1.
0）
／
厚（
0.
1）
重
量
（
1.
7）
g。
バ
チ
形
を
呈
す
る
吸
い
口
で
あ
る
。

－
－

－
ほ
ぼ
完
存
。

SK
05

39
7-
６

14
2

古
銭

径
2.
3
／
厚
0.
2
／
孔
0.
6

重
量
2.
3g
。
寛
永
通
宝
。

－
－

－
完
存
。

SK
05

39
7-
７

－
陶
器
・
徳
利
か

（
1.
8）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
外
面
に
灰
釉
施
釉
。
文
様
な
い
し
文
字
を
描
く
。

－
灰
黄

に
ぶ
い
黄
／
灰

破
片
資
料
（
体
部
）

SK
32



486

林
中
原
Ⅱ
遺
跡
Ⅹ

40
6-
13

14
3

剥
片
石
器
類
・

石
鏃

長
2.
0
／
幅
1.
4
／
厚
0.
4

重
量
0.
5g
。
凹
基
。

－
不
明

－
完
存
。

埋
没
谷

40
6-
14

－
剥
片
石
器
類
・

石
鏃

長
2.
3
／
幅
1.
6
／
厚
0.
4

重
量
1.
2g
。
平
基
。

－
黒
色
頁
岩

－
完
存
。

埋
没
谷

40
6-
15

14
3

剥
片
石
器
類
・

石
鏃

長
1.
9
／
幅
1.
5
／
厚
0.
4

重
量
0.
8g
。
平
基
。

－
不
明

－
完
存
。

埋
没
谷

40
6-
16

14
3

打
製
石
斧
類
・

打
製
石
斧

長
11
.8
／
幅
5.
0
／
厚
2.
1

重
量
11
8.
5g
。
撥
形
。
刃
部
摩
耗
あ
り
。

－
黒
色
安
山
岩

－
完
存
。

埋
没
谷

40
6-
17

14
3

礫
石
器
・

凹
石
+
磨
石

長
10
.5
／
幅
8.
7
／
厚
5.
6

重
量
73
9g
。
両
面
と
も
に
小
さ
な
く
ぼ
み
が
あ
る
。
磨
面
は
広
い
面
に
な
ら
ず
、
分
散
的
で
あ
る
。
色
調

は
淡
い
赤
味
を
帯
び
る
部
分
が
あ
り
、
赤
色
顔
料
の
付
着
も
推
定
で
き
る
が
、
断
定
し
難
い
。

－
粗
粒
輝
石
安
山
岩

－
完
存
。

埋
没
谷

40
6-
18

14
3

土
師
器
・
甕

（
2.
1）
／
－
／
－

コ
字
口
縁
甕
。
口
縁
部
は
内
外
面
と
も
に
横
位
ナ
デ
で
弱
い
指
頭
圧
痕
。

酸
化
・

良
好

砂
粒
・
角
閃
石
微
量

橙
破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
6-
19

14
3

須
恵
器
・
碗
か

（
2.
2）
／
－
／
－

ロ
ク
ロ
整
形
。
口
唇
部
が
外
折
気
味
と
な
る
。
内
外
面
と
も
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

還
元
・

堅
致

砂
粒

黄
灰

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
6-
20

14
3

須
恵
器
か
・

小
瓶

（
2.
5）
／
－
／
－

ロ
ク
ロ
整
形
。
内
外
面
と
も
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。
外
面
は
全
体
的
に
薄
く
灰
釉
が
か
か
る
。
内
面
は
頸
の
部
分
に

厚
く
灰
釉
が
か
か
る
。
こ
れ
ら
の
灰
釉
は
自
然
釉
か
。

還
元
・

良
好

砂
粒

黄
灰

破
片
資
料
（
体
部
）。

埋
没
谷

40
6-
21

－
軟
質
陶
器
・

内
耳
鍋

（
5.
4）
／
－
／
－

内
耳
鍋
と
思
わ
れ
る
体
部
破
片
で
あ
る
。
中
世
。
外
面
ナ
デ
、
内
面
横
位
ナ
デ
。
外
面
は
全
体
に
炭
化
物
が

薄
く
付
着
す
る
。

良
好

明
褐

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

埋
没
谷

40
6-
22

14
3

磁
器
・
碗

4.
9
／
＜
8.
8
＞
／
3.
4

小
丸
型
碗
。
肥
前
。
近
世
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
は
口
縁
部
１
条
、
腰
部
２
条
の
圏
線
施
文
。

丸
窓
に
草
文
。
内
面
は
口
縁
部
に
２
条
の
圏
線
。
見
込
み
に
圏
線
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
に
よ
る
五
弁
花
文
。

良
好

灰
白

灰
白

口
縁
部
～
高
台
部
60
％
残
存
。

埋
没
谷

40
6-
23

14
3

磁
器
・
碗

（
1.
9）
／
－
／
4.
0

丸
碗
。
波
佐
見
か
。
近
世
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
は
二
重
網
目
文
施
文
。
腰
部
、
高
台
部
に
三

条
の
圏
線
め
ぐ
る
。
内
面
は
、
網
目
文
、
見
込
み
に
菊
花
文
。
底
部
は
、
一
重
方
形
粋
に
渦
福
。

良
好

灰
白

灰
白

底
部
～
高
台
部
70
％
残
存
。

埋
没
谷

40
6-
24

14
3

磁
器
・
碗

（
4.
5）
／
－
／
－

丸
碗
。
染
付
。
肥
前
。
近
世
。
口
縁
部
。
長
石
釉
施
釉
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
は
圏
線
間
に
矢
羽
文
。

内
面
は
、
口
縁
部
と
見
込
み
に
圏
線
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
6-
25

14
3

陶
器
・
碗

（
3.
3）
／
－
／
－

鎧
茶
碗
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
鉄
釉
施
釉
だ
が
、
内
・
外
面
口
縁
部
は
、
黒
色
が
か
り
、
外

面
腰
部
か
ら
下
は
褐
色
が
か
る
。

良
好

灰
白

黒
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
6-
26

－
陶
器
・
碗

（
1.
9）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
に
長
石
釉
施
釉
。

－
灰
黄

灰
白

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

埋
没
谷

40
6-
27

14
3

泥
面
子
・

芥
小
面

2.
3
／
－
／
－

型
作
り
。
近
世
。
犬
か
。
裏
面
は
粗
い
ナ
デ
。

良
好

－
明
赤
褐

完
存
。

埋
没
谷

遺
構

外
出

土
遺

物
観

察
表

挿
図
№

図
版
№

器
種

法
量（
器
高
／
口
径
／
底
径
）（
㎝
）

特
徴
（
形
態
・
手
法
等
）

焼
成

胎
土
・
材
質
等

色
調（
外
面
／
内
面
）

備
考

40
7-
１

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
3.
6）
／
－
／
－

内
湾
す
る
口
縁
部
。
端
部
LR
・
RL
縄
文
結
節
に
よ
る
、
羽
状
縄
文
施
文
。
内
面
横
位
ナ
デ
。

良
好

角
閃
石

褐
破
片
資
料
（
口
縁
部
）

１
区
調
査
区

40
7-
２

14
3

縄
文
土
器
・

深
鉢

（
6.
7）
／
－
／
－

沈
線
に
よ
る
曲
線
的
な
文
様
や
蕨
手
状
の
文
様
を
描
き
、
単
節
LR
縄
文
施
文
。
外
面
は
ナ
デ
。
内
面
は
横

位
ナ
デ
。

良
好

角
閃
石
・
白
色
粒

褐
破
片
資
料
（
体
部
）

２
区
調
査
区

40
7-
３

－
礫
石
器
・

磨
石
か

長
14
.0
／
幅
4.
4
／
厚
3.
3

重
量
36
3g
。
棒
状
を
呈
す
。
磨
面
と
し
て
判
断
し
た
部
分
は
石
質
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
磨
石
と

し
て
断
定
し
難
し
い
。
た
だ
し
端
部
に
は
ア
バ
タ
状
の
敲
打
痕
が
あ
り
、
敲
き
石
と
し
て
は
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

－
粗
粒
輝
石
安
山
岩

－
完
存
。

２
区
調
査
区

40
7-
４

14
3

陶
器
・
碗

（
2.
7）
／
－
／
6.
0

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
だ
が
、
外
面
は
腰
上
部
ま
で
で
、
腰
下
部
や
高
台
部
は
、
釉

が
た
れ
た
も
の
が
付
着
す
る
程
度
で
基
本
的
に
露
胎
と
な
る
。

良
好

に
ぶ
い
黄

浅
黄
／
オ
リ
ー
ブ
褐
腰
部
～
高
台
部
60
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
５

14
3

陶
器
・
碗

（
2.
5）
／
－
／
＜
5.
0
＞

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
だ
が
、
外
面
部
～
高
台
部
は
露
胎
と
な
る
。

良
好

淡
黄

淡
黄

腰
部
～
高
台
部
25
％
残
存
。

４
区
調
査
区

40
7-
６

－
陶
器
・
碗

（
1.
6）
／
－
／
＜
5.
2
＞

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
外
面
鉄
釉
。
内
面
灰
釉
施
釉
。

良
好

灰
白

黒
褐
／
灰
白

腰
部
～
高
台
部
25
％
残
存
。

４
区
調
査
区

40
7-
７

14
3

磁
器
・
碗

（
2.
5）
／
－
／
4.
0

染
付
。
肥
前
。
波
佐
見
か
。
近
世
。
外
面
は
呉
須
絵
付
け
。
外
面
腰
部
・
高
台
部
に
圏
線
が
め
ぐ
る
。
内
面

の
見
込
み
部
は
、
蛇
ノ
目
釉
は
ぎ
。

良
好

灰
白

明
緑
灰

腰
部
～
高
台
部
60
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
８

14
3

陶
器
・
碗

（
3.
0）
／
－
／
＜
4.
0
＞

陶
胎
染
付
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
釉
が
高
台
部
接
地
面
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
外
面
呉
須
絵
付
け
。
圏
線

が
3
条
描
か
れ
て
い
る
。

良
好

灰
白

灰
体
部
～
高
台
部
25
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
９

14
3

磁
器
・
碗

（
3.
2）
／
＜
7.
7
＞
／
－

小
丸
碗
。
染
付
。
外
面
呉
須
絵
付
け
。
肥
前
。
近
世
。
崩
れ
た
氷
裂
地
に
菊
花
文
を
描
く
。
菊
花
文
の
呉
須

が
一
部
変
色
し
て
い
る
。

良
好

灰
白

灰
白

口
縁
部
20
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
10

14
3

陶
磁
・
碗

（
2.
0）
／
－
／
5.
1

筒
形
碗
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
外
面
に
灰
釉
施
釉
。
釉
は
底
部
付
近
で
垂
れ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
高
台

部
露
胎
と
な
る
。

良
好

浅
黄

浅
黄

底
部
～
高
台
部
50
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
11

14
3

磁
器
・
碗

（
2.
4）
／
－
／
3.
2

染
付
。
肥
前
。
近
世
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
、
竹
文
、
圏
線
な
ど
を
描
く
。

良
好

灰
白

灰
白

口
縁
部
～
高
台
部
40
％
残
存
。

１
区
調
査
区
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40
7-
12

14
3

磁
器
・
碗

（
2.
1）
／
－
／
＜
3.
0
＞

染
付
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
は
雲
文
等
を
描
く
。
高
台
部
に
圏
線
２
条

め
ぐ
る
。
内
面
は
、見
込
み
に
圏
線
。
底
部
は
、一
重
方
形
粋
に
字
銘
を
描
く
。
な
お
、器
面
は
光
沢
が
強
い
。

良
好

灰
白

灰
白

腰
部
～
高
台
部
25
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
13

14
3

陶
器
・
坏

3.
4
／
＜
5.
4
＞
／
＜
2.
6
＞

小
坏
も
し
く
は
小
碗
か
。
瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
だ
が
、
高
台
部
は
内
外
面
と
も
露

胎
と
な
る
。
口
縁
部
が
若
干
歪
ん
で
い
る
。

良
好

灰
オ
リ
ー
ブ

灰
オ
リ
ー
ブ

口
縁
部
～
高
台
部
40
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
14

14
3

磁
器
・
盃

（
1.
1）
／
－
／
2.
6

瀬
戸
・
美
濃
。
幕
末
～
明
治
時
代
か
。
外
面
は
呉
須
絵
付
け
。
内
面
上
絵
付
け
。
外
面
の
台
部
に
雷
文
、
底

部
外
面
に
銘
が
入
る
。
見
込
に
花
魁
文
を
描
く
。

－
灰
白

灰
白

台
部
完
存
、
底
部
60
%
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
15

14
3

陶
器
・
皿

（
3.
2）
／
＜
13
.2
＞
／
－

小
皿
。肥
前
。近
世
。染
付
。内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。外
面
は
梅
樹
文
と
思
わ
れ
る
も
の
と
圏
線
が
め
ぐ
る
。

内
面
は
竹
文
、
草
文
が
見
ら
れ
、
見
込
み
に
圏
線
が
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

口
縁
部
20
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
16

14
3

磁
器
・
碗

（
1.
9）
／
－
／
3.
2

染
付
。
肥
前
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
だ
が
、
高
台
部
円
外
面
は
無
釉
で
赤
み
が
か
る
肌
色
を
呈
す
。

腰
部
・
高
台
部
に
圏
線
が
１
条
ず
つ
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

腰
部
～
高
台
部
80
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
17

14
3

磁
器
・
坏

（
2.
3）
／
－
／
＜
3.
0
＞

小
坏
。
小
坏
染
付
。
肥
前
。
近
世
。
外
面
呉
須
絵
付
け
。
腰
部
と
高
台
の
つ
け
根
に
圏
線
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

体
部
～
高
台
部
40
％
残
存
。

４
区
調
査
区

40
7-
18

14
3

磁
器
・
猪
口

（
1.
9）
／
－
／
＜
5.
0
＞

染
付
。
呉
須
絵
付
け
。
肥
前
。
近
世
。
外
面
に
は
圏
線
が
2
条
描
か
れ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

底
部
25
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
19

14
3

陶
器
・
秉
燭

（
2.
3）
／
＜
5.
6
＞
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
鉄
釉
施
釉
。
但
し
、
全
面
黒
色
を
呈
す
わ
け
で
は
な
く
、
斑
ら
に
褐
色

が
見
ら
れ
る
。

良
好

灰
黒

口
縁
部
20
％
残
存
。
	

１
区
調
査
区

40
7-
20

14
3

陶
器
・
秉
燭

（
3.
4）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
鉄
釉
施
釉
で
あ
る
が
台
部
底
面
は
無
施
釉
。
台
部
は
蛇
ノ
目
凹
形
と
な
り
、

凹
部
の
中
心
に
円
孔
を
伴
う
。
台
部
底
面
に
糸
切
り
痕
あ
り
。

良
好

灰
黄

暗
赤
褐
／

に
ぶ
い
黄
褐

体
下
部
～
台
部
70
％
残
存
。

１
区
調
査
区

40
7-
21

14
3

陶
器
・
仏
飯
器

（
3.
0）
／
－
／
4.
4

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
だ
が
、
外
面
台
部
、
台
部
底
面
は
露
胎
と
な
る
。

良
好

灰
白

灰
白

体
下
部
～
台
部
45
％
残
存
。

２
区
調
査
区

40
7-
22

14
3

陶
器
・
碗

（
2.
4）
／
－
／
－

天
目
茶
碗
。
瀬
戸
・
美
濃
。
中
世
～
近
世
（
17
c
～
18
c
初
か
）。
内
外
面
と
も
鉄
釉
施
釉
。

良
好

灰
白

暗
褐

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

５
区
調
査
区

40
7-
23

14
3

陶
器
・
碗

（
3.
2）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
尾
呂
茶
碗
で
あ
る
。
内
外
面
と
も
に
、
鶉
の
糞
釉
釉
施
釉
。

－
灰
黄

に
ぶ
い
黄

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

１
区
調
査
区

40
7-
24

14
3

陶
器
・
碗

（
3.
6）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
灰
釉
施
釉
。

良
好

灰
白

暗
オ
リ
ー
ブ

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

２
区
調
査
区

40
7-
25

14
3

陶
器
・
碗

（
2.
0）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
外
面
は
灰
釉
、
内
面
に
白
釉
施
釉
。
外
面
は
鉄
絵
と
白
泥
で
、
梅
絵
が
描
か
れ
る
。

－
浅
黄

灰
黄

破
片
資
料
（
口
縁
部
）

１
区
調
査
区

40
7-
26

14
3

陶
器
・
碗

（
3.
2）
／
－
／
－

い
わ
ゆ
る
三
島
手
碗
。
唐
津
。
近
世
。
内
面
に
鉄
釉
施
釉
。
外
面
は
鉄
絵
付
け
。
内
面
は
彫
り
こ
み
の
ち
白

泥
を
象
蕨
す
る
。

－
に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
赤
褐
／
灰
褐
破
片
資
料
（
体
部
～
腰
部
）

２
区
調
査
区

40
7-
27

14
3

磁
器
・
皿

（
3.
3）
／
－
／
－

染
付
。
肥
前
。
近
世
。
内
外
面
と
も
呉
須
絵
付
け
。
外
面
梅
樹
文
、圏
線
が
描
か
れ
る
。
内
面
は
、竹
文
や
草
文
、

圏
線
な
ど
が
描
か
れ
る
。
底
面
に
も
圏
線
が
め
ぐ
る
。

良
好

灰
白

灰
白

破
片
資
料
（
体
部
～
高
台
部
）

１
区
調
査
区

40
7-
28

14
3

磁
器
・
皿

1.
9
／
－
／
－

極
小
皿
。
肥
前
。
近
世
。
外
面
は
染
付
。
内
面
は
型
紙
摺
に
よ
る
染
付
。
内
面
に
は
格
子
文
。

良
好

灰
白

灰
白

破
片
資
料
（
口
縁
部
～
高
台
部
）	

１
区
調
査
区

40
7-
29

14
3

陶
器
・
摺
鉢

（
5.
4）
／
－
／
－

瀬
戸
・
美
濃
。
近
世
。
内
外
面
と
も
に
鉄
釉
施
釉
。
15
条
以
上
一
単
位
の
御
し
目
。
外
面
は
回
転
ヘ
ラ
ナ
デ
。

良
好

に
ぶ
い
黄
橙

暗
赤
褐
／
極
暗
赤
褐
破
片
資
料
（
口
縁
部
）	

１
区
調
査
区

40
7-
30

14
3

鉄
製
品
・

カ
ス
ガ
イ

長
11
.7
／
幅
4.
0
／
厚
0.
9

重
量
38
.6
g。
錆
が
付
着
す
る
も
の
の
、
地
金
の
部
分
が
し
っ
か
り
と
残
り
、
比
較
的
新
し
い
時
期
の
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

－
－

－
完
存
。

４
区
調
査
区
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22． 長野原町教育委員会　2013　『町内遺跡ⅩⅡ』長野原町埋蔵文化財調査報告第 25集
23． 長野原町教育委員会　2013　『三平Ⅰ遺跡』長野原町埋蔵文化財調査報告第 26集
24． 長野原町教育委員会　2013		『町内遺跡ⅩⅢ』長野原町埋蔵文化財調査報告第 27集
25． 長野原町教育委員会　2014　『町内遺跡ⅩⅣ』長野原町埋蔵文化財調査報告第 28集
26． 小池富治郎編　1936　『吾妻郡誌』吾妻教育学会
27． 山崎一・山口武夫　1972　『吾妻郡城塁史』
28． 巾隆之　1979　『石畑遺跡概報』長野原町教育委員会・高崎鉄道管理局
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																											蔵文化財調査事業団
36． 藤巻幸男　2007　「縄文時代中期の住居内施設について－横壁中村遺跡覚書」『研究紀要 25』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団
37． 山口逸弘　	2009　	「上ノ平遺跡 31号住居跡出土土器の再検討」『研究紀要 27』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団
38． 橋本淳	　2010　	「中部地方における縄紋早期沈線紋土器の編年－八ッ場ダム関連遺跡出土資料の位置付け－」『研究紀要 28』	（財）群

　　　　　　　　馬県埋蔵文化財調査事業団　　　
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41．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1998　『長野原久々戸遺跡』県道長野原草津口停車場線道路（橋梁）建設に伴う埋蔵文化財発掘	

																																																																							調査報告書
42．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2002　『長野原一本松遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　																																																																																										第１集
43．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2002　『八ッ場ダム発掘調査集成（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘	

																																																																																												調査報告書　第２集
44．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2003　『久々戸遺跡・中棚Ⅱ遺跡・下原遺跡・横壁中村遺跡』八ッ場ダム建設工事

																																																																																													に伴う埋蔵文化財発掘調査　報告書　第３集
45．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2004　『久々戸遺跡（２）・中棚Ⅰ遺跡（２）・西ノ上遺跡・上郷 A遺跡』八ッ場ダ

																																																																																												ム建設工事に伴う埋蔵文化財　発掘調査報告書　第４集
46．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2005　『横壁中村遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　																																																																																										第５集
47．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2005　『川原湯勝沼遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告	

																																																																																													書　第６集
48．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2006　『横壁中村遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第７集
49．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2006　『立馬Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書			第８集
50．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2006　『上郷Ｂ遺跡　廣石Ａ遺跡　二反沢遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化財発掘調査報告書　第９集
51．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2006　『横壁中村遺跡（４）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 10集
52．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省		2006　『立馬Ⅰ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書		第 11 集
53．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2007			『下原遺跡Ⅱ』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書	第 12 集
54．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2007　『三平Ⅰ・Ⅱ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 13集
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55．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2007　『横壁中村遺跡（５）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 14集

56．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2007　『長野原一本松遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告書　第 15集

57．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『幸神遺跡・上原Ⅳ遺跡・山根Ⅲ遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財発掘調査報告書				第 17 集

58．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『楡木Ⅱ遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 18集

59．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『長野原一本松遺跡（３）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘査報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書　第 19集

60．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『横壁中村遺跡（６）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 20集

61．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『横壁中村遺跡（７）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 22集

62．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『上ノ平Ⅰ遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 23集

63．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2008　『長野原一本松遺跡（４）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告書　第 24集

64．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省			2009　『立馬Ⅲ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書	第 26 集
65．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2009　『楡木Ⅱ遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 27集
66．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2009　『長野原一本松遺跡（５）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告書　第 28集
67．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2009　『横壁中村遺跡（８）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 29集
68．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2009　『横壁中村遺跡（９）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 30集
69．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2010　『横壁中村遺跡（10）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 33集
70．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2010　『横壁中村遺跡（11）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 34集
71．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2010　『東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書　第 35集
72．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2011　『東宮遺跡（１）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36集
73．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2012　『横壁中村遺跡（12）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 37集
74．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団・国土交通省　2012　『東宮遺跡（２）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38集
75． 群馬県・公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　2012　『尾坂遺跡』社会資本整備総合交付金事業（活力創出基盤整備）長野原草

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津口駅舎整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　第 546 集
76． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2012　『楡木Ⅰ遺跡 /上原Ⅳ遺跡（２）/西久保Ⅳ遺跡』八ッ場ダム建設工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	事に伴う埋蔵文化財発掘調査　報告書　第 39集	
77． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2013　『長野原一本松遺跡（６）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	掘調査報告書　第 40集
78． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2013　『横壁中村遺跡（13）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	査報告書　第 41集
79． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2014　『長野原一本松遺跡（７）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		掘調査報告書　第 42集
80． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2014　『林中原Ⅰ遺跡・長野原城』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　				　掘調査報告書　第 43集
81． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団・国士交通省　2014　『横壁中村遺跡（14）』八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	査報告書　第 44集
82．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1995　『年報 14』
83．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1996　『年報 15』
84．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1997　『年報 16』
85．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1998　『年報 17』
86．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　1999　『年報 18』
87．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2000　『年報 19』
88．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2001　『年報 20』
89．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2002　『年報 21』
90．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2003　『年報 22』
91．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2004　『年報 23』
92．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2005　『年報 24』
93．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2006　『年報 25』
94．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2007　『年報 26』
95．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2008　『年報 27』
96．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2009　『年報 28』
97．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2010　『年報 29』
98．（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　2011　『年報 30』
99． 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　2012　『年報 31』
100. 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団　2013　『年報 32』
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1036-1,1037-1,1038-1,
1039-1,1040-1,1041-1,
1041-2,1041-3,1042-1,
1043-1,1066-1,1067-1,	
1068,1069,1070,1071,
1164,1165-1,1166-1,
1167-1,1168-1

10424 41 36°32′48″ 138°40′42″
20120524
　～　
20121005

4,312 町営林土地改
良事業

うえはらよんいせきよん

上原Ⅳ遺跡Ⅳ

群馬県吾妻郡長野原町
大字林字上原
1114-1,1114-2,1133-1,
1136-1,1137-1,
1138,1139-1,1140-1,
1141-1,1203-1

10424 44 36°32′46″ 138°40′35″

20120417
　～　
20120420
　　　
20120921
　～　
20121130

3,106 町営林土地改
良事業

はやしなかはらいち

いせきじゅういち

林中原Ⅰ遺跡XI

群馬県吾妻郡長野原町
大字林字中原
816-1,828-2,835-1,
836-1,840-3,841-1,　
844,845-1,845-3,846-1,
846-3,847-1,847-3,
848-1,848-3,849-1,
849-3,850-1,850-3,
851-1,851-3,852-1,
852-3,853-1,853-4,
854-1,854-2,877-1,
880,881-1,883-1

10424 45 36°32′34″ 138°40′34″

20130401

　～　

20130829

4,013 町営林土地改
良事業

はやしなかはらに

いせきじゅう

林中原Ⅱ遺跡X

群馬県吾妻郡長野原町
大字林字中原
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974-2,975-1,979-1
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上原Ⅰ遺跡Ⅱ

集落跡 縄文時代前期 竪穴住居跡 ９軒 縄文土器・弥生土器・
古式土師器・土師器・
須恵器・灰釉陶器・
陶磁器・羽口・鍛冶
滓・鉄製品・石器・
石製品

縄文時代前
期・中期の集
落検出
古墳時代前期
の竪穴住居跡
が検出され、
Ｓ字甕が出土
した

縄文時代中期 竪穴住居跡 ４軒

弥生時代 土坑 １基

古墳時代前期 竪穴住居跡 １軒

平安時代 竪穴住居跡 11軒

陥し穴 59基

要				約

本遺跡は、吾妻川左岸の最上位段丘面に立地する縄文時代前期～中期、古墳時代前期、平安時代の集落跡であ
る。縄文時代前期は９軒の竪穴住居跡が確認された。出土遺物は花積下層Ⅰ式土器が主体であるが、長野県東
信地域を中心とする塚田式土器の要素も多分に見受けられる。中期は４軒の竪穴住居跡が確認された。古墳時
代前期は、長野原町では初例となるＳ字甕を伴う竪穴住居跡が確認された。平安時代は竪穴住居跡 11軒、陥し
穴 59基のほか、鍛冶関連遺物が出土した。分析の結果、鍛錬鍛冶が行なわれていたと想定される。住居跡の規
模が小さく、墨書土器と灰釉陶器が少ないことから、上原Ⅲ・中棚Ⅰ遺跡とは性格の異なる集落と考えられる。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上原Ⅳ遺跡Ⅳ

集落跡 縄文時代後期 竪穴住居跡 １軒 縄文土器・土師器・
須恵器・陶磁器・古
銭・石器・石製品

縄文時代後期
の敷石住居跡
を検出
南カマドの竪
穴住居跡を検
出

　同　後～晩期 遺物包含層 １か所

古墳時代後期 竪穴住居跡 ２軒

平安時代 竪穴住居跡 ４軒

要				約

本遺跡は、吾妻川左岸の最上位段丘面に立地する縄文時代後期、古墳時代後期、平安時代の集落跡である。縄
文時代後期は１軒の敷石住居跡が確認された。隣接する事業団調査分と合わせて１つの集落を形成する。集落
の近くには後期～晩期の遺物包含層があり、多量の遺物が出土した。古墳時代後期は２軒の竪穴住居跡が確認
され、その内の１軒から器種構成を把握できる良好な遺物が出土した。平安時代は４軒の竪穴住居跡が確認さ
れ、南カマドの住居跡が見られる。上原Ⅰ遺跡Ⅱと同様、住居跡の規模が小さく、墨書土器と灰釉陶器が少ない。
このような状況から上原Ⅲ・中棚Ⅰ遺跡とは性格の異なる集落と考えられる。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

林中原Ⅰ遺跡Ⅺ

集落跡・城 縄文時代前期 竪穴住居跡 １軒 縄文土器・土師器・
須恵器・陶磁器・鉄
製品・古銭・石器・
石製品

平 成 19・21
年度事業団調
査区の隣接地
を調査

平安時代 陥し穴 ８基

中近世 郭 １か所

掘立柱建物跡 ７棟

溝跡 10条

水場遺構 １基

要				約

本遺跡は、吾妻川左岸の最上位段丘面の南端部に立地する縄文時代前期集落および中世～近世の林城関連施設
である。縄文時代前期の竪穴住居跡は、事業団調査区で調査された１軒の残存部分のみが確認され、集落規模
は小さいと考えられる。平安時代の遺構として陥し穴８基のみが確認された。立地する段丘面の南端部は平安
時代には居住域ではなく別の用途で利用されていたと考えられる。中世～近世の遺構は、林城の郭と考えられ
る平坦面と、林城に関連すると考えられる、掘立柱建物跡７棟、水場遺構１基、溝跡 10条などが確認された。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

林中原Ⅱ遺跡Ⅹ

集落跡 縄文時代中期 竪穴住居跡 １軒 縄文土器・土師器・
須恵器・陶磁器・鉄
製品・銅製品・土製
品・石製品・石器

近世の建物跡
は東原Ⅲ遺跡
と同一集落の
可能性あり

近世 建物跡 ２棟

ヤックラ ２基

土坑 16基

要				約

本遺跡は、吾妻川左岸の最上位段丘面の南端部付近に立地する縄文時代中期と近世の集落跡である。縄文時代
中期は１軒の竪穴住居跡が確認された。周辺の調査事例でも同時期の竪穴住居跡が確認されており、集落域が
広がると考えられる。近世の遺構は、建物跡２棟、土坑 16 基、ヤックラ２基などが確認され、土坑には墓の
可能性があるものも存在する。東に隣接する東原Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡でも同時期の掘立柱建物跡が確認されており、
同一の集落であったと考えられる。
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